
洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義

に
つ
い
て

│
│
附
録

丘
宗
潭
老
師

教
授
戒
文

提
唱
録

　
　

翻
刻
資
料
│
│

菅　

原　

研　

州

キ
ー
ワ
ー
ド
：
曹
洞
宗
学　

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法　

教
授
戒
文　

丘
宗
潭

　

本
論
は
、
曹
洞
宗
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
教
授
戒

文

の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
現
状
は

仏
祖
正

伝
菩
薩
戒
作
法

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る

伝
戒
式

の

教
授
道
場

で

教
授
師
に
よ
っ
て
読
誦
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
世
に
授

戒
会
が
加
賀
大
乘
寺
の
月
舟
宗
胡
禅
師
（
一
六
一
八
〜
一
六
九
六
）
に
よ
っ

て
再
）

（
興
さ
れ
て
以
降
、
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
（
以
下
、
菩
薩
戒
作
法

と
略
記
）
が
そ
の
ま
ま
授
戒
会
の
道
場
作
法
に
転
用
さ
れ
、
教
授
道
場

も
ま
た
転
用
さ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
教
授
戒
文

は
本
来
の
僧
尼
二
衆
へ
の

伝
戒

時
に
読

誦
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
僧
俗
四
衆
を
相
手
に
し
た
授
戒
会
で
も
読
誦
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
現
状
ま
で
至
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
現
状
の

教
授
戒
文

は
、
本
来
の
想
定
を
超
え
て
用
い
ら
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
是
非
は
検
討
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
論
で
は

教
授
戒
文

活
用
史
と
い
う
べ
き
論
を
進
め
な
が

ら
、
末
尾
に
は
新
出
資
料
で
あ
る

丘
宗
潭
老
師

教
授
戒
文

提
唱
録

を
翻
刻
・
収
録
し
た
。
教
授
戒
文

参
究
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

　

教
授
戒
文

に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
が

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
教
授
戒

文

と
も
さ
れ
る
が
、
菩
薩
戒
作
法

を
用
い
て
行
う
伝
戒
作
法
時
に
、

教
授
道
場
に
お
い
て
、
教
授
師
が
戒
文
を
教
授
し
た
も
の
と
い
う
位
置
付
け

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
）

（
究
で
は
、
教
授
戒
文

の
著
者
に
つ
い
て
議
論
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
段
階
に
至
る
ま
で
、
明
確
な
結
論
が
出
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
た
だ
し
、
最
古
級
の
写
本
だ
と
判
断
さ
れ
る

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒

教
授
文

奥
書
に
、
以
下
の
よ
う
に
出
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
　

右
教
授
の
文
、
む
か
し
は
た
だ
口
伝
し
て
ふ
で
に
の
こ
さ
ず
と
い
へ
ど

も
、
永
平
和
尚
あ
ま
ね
く
諸
人
に
さ
づ
け
し
ゆ
ゑ
に
、
弉
和
尚
教
授
と

ま
し
ま
い
し
と
き
、
は
じ
め
て
一
説
を
し
る
し
て
、
戒
の
大
概
を
と
き
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お
き
た
ま
へ
る
を
、
い
ま
慧
球
姉
公
に
戒
法
を
さ
づ
く
る
と
き
、
は
じ

め
て
訓
の
ま
ま
に
か
き
て
あ
た
ふ
る
な
）

（
り
。

　

教
授
文

は
、
瑩
山
紹
瑾
禅
師
（
一
二
六
四
〜
一
三
二
五
）
が
、
慧
球

（
生
没
年
不
詳
）
に
戒
法
を
授
け
た
時
に
、
教
授
戒
文

を
和
訓
し
た
も
の

を
授
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
瑩
山
禅
師
の
見
解
を
検
討
す
る
と
、

永
平
和
尚
（
＝
道
元
禅
師
﹇
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
﹈）
が
、
広
く

教
授

戒
文

を
授
け
て
い
た
た
め
、
懐
弉
禅
師
（
一
一
九
八
〜
一
二
八
〇
）
が
教

授
師
に
な
っ
た
時
に
、
一
説
を
記
し
て
戒
の
大
概
を
説
い
た
、
と
い
え
よ
う

か
。
こ
こ
に

一
説
を
し
る
し
て

と
あ
る
が
、
幾
つ
か
の
説
き
方
が
あ
っ

た
も
の
の
、
そ
の
一
説
を
懐
弉
禅
師
が
記
し
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

　

従
来
の
議
論
で
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
教
授
戒
文

の
完
本
の
写

本
と
、
経
豪
禅
師

梵
網
経
略
抄

で
の
引
用
文
と
が
合
わ
な
い
、
あ
る
い

は

梵
網
経
略
抄

中
で
も
、
引
用
さ
れ
て
い
る

教
授
戒
文

の
本
文
が

異
な
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
先
に
挙
げ
た

一
説

を
ど

う
採
る
か
で
、
あ
る
程
度
の
判
断
は
可
能
と
な
る
よ
う
に
も
思
う
。
つ
ま

り
、
元
々
複
数
存
在
し
て
い
た

教
授
戒
文

の
幾
つ
か
が
、
そ
の
由
来
な

ど
を
明
示
し
な
い
ま
ま
に
後
代
に
伝
わ
っ
た
、
と
い
う
理
解
を
し
て
も
良
さ

そ
う
に
思
う
。

　

な
お
、
筆
者
も
こ
の
写
本
に
お
け
る
文
言
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
点
関
心

を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
冒
頭
に
近
い
部
分
で

嗣
法
超
越
於
三
際

（
広
福
寺
本

教
授
戒
）

（
文
、
教
授
）

（
文
）
と
あ
る
が
、
大
正
期
に
宗
門
か
ら

下
附
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

教
授
戒
）

（
文

は

受
戒
超
越
於
三
際

と

な
っ
て
い
る
。
嗣
法

と

受
戒

と
い
う
僅
か
な
相
違
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
は

菩
薩
戒
作
法

の
位
置
付
け
に
関
わ
る
。
つ
ま
り
、
菩
薩
戒
作

法

は
、
洞
門
所
伝
の
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
を
相
伝
す
る
場
で
は
あ
る
が
、
同

時
に

合
掌
曲
身
し
て
、
師
資
嗣
法
の
名
字
を
見
）

（
る

と
あ
っ
て
、
嗣
法
と

し
て
の
菩
薩
戒
相
伝
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本

来
は
古
写
本
通
り
の

嗣
法
超
越
於
三
際

が
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
わ
け

で
あ
る
。
し
か
し
、
後
代
の
写
本
な
ど
で
は

受
戒
超
越
於
三
際

に
な
っ

て
お
り
、
こ
の
相
違
が
、
例
え
ば
江
戸
時
代
に
授
戒
会
が
興
隆
し
て
く
る
時

に
、
嗣
法

で
は
な
く

受
戒

の
意
義
を
強
調
す
る
た
め
に
改
変
さ
れ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
元
々

受
戒

と
す
る
写
本
が
あ
っ
た
の
か
で
評
価

が
分
か
れ
る
が
、
こ
の
辺
も
現
段
階
で
判
断
が
付
か
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

特
に
、
近
世
洞
門
の
学
僧
・
瞎
道
本
光
禅
師
（
一
七
一
〇
〜
一
七
七
三
）

に
は
、
禅
戒
口
訣
或
問

や

宗
伝
戒
文
試
参
請

と
い
っ
た
宗
門
の
禅

戒
関
係
の
著
作
が
知
ら
れ
、
特
に
瑩
山
禅
師
が
伝
附
し
た

教
授
文

の
写

本
を
持
っ
て
お
り
、
特
に
後
者
で
は
そ
の
内
容
の
解
説
も
行
っ
て
い
る
。
だ

が
、
そ
こ
で
も
、
受
戒
超
越
於
三
）

（
際

で
あ
り
、
写
本
伝
播
解
明
の
困
難

さ
を
表
し
て
い
る
。薩

　

教
授
道
場

と
は
、
菩
薩
戒
作
法

に
見
え
る
行
法
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　

次
に
教
授
師
の
道
場
。

　
　
　

此
の
道
場
、
亦
た
寝
堂
の
第
三
堂
の
内
、
東
辺
に
著
い
て
椅
子
一
隻



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

〈
法
被
を
装
せ
ず
〉・
棹
一
隻
〈
之
を
装
す
〉
を
設
く
。
拝
席
、
設
展
棹

の
南
に
展
げ
て
設
く
、
燭
一
条
、
棹
の
東
に
設
く
。
棹
上
の
左
に
華
瓶

を
立
て
、
松
枝
を
挿
む
。
次
に
香
炉
、
次
に
教
授
文
、
次
に
払
な
り
。

払
は
西
、
瓶
は
東
。

　
　
　

次
に
教
授
師
。
或
い
は
当
首
座
、
或
い
は
前
住
寺
院
の
尊
宿
、
其
の

余
の
尊
宿
、
必
ず
和
尚
の
指
揮
に
依
り
て
之
を
請
）

（
す
。

　

上
記
一
節
は
、
教
授
道
場

の
荘
厳
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
更
に
、
教

授
師
を
請
す
る
際
の
人
選
法
を
明
記
し
て
い
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

道
元
禅
師
の
下
で
は
懐
弉
禅
師
が
教
授
師
を
務
め
た
と
さ
れ
る
が
、
確
か
に

道
元
禅
師
の
下
で
首
座
を
務
め
て
お
り
、
条
件
は
満
た
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
更
に
、
後
代
の
記
録
で
は
あ
る
が
、
懐
弉
禅
師
は

僧
海
・
詮
慧

等
深
草
の
諸
衆
、
尽
く
師
を
以
て
教
授
闍
梨
と
な
す
。
一
会
の
上
足
な
）

（
り

と
も
評
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
懐
弉
禅
師
が
教
授
師
を
務
め
て
い
た
こ
と
を

伝
え
る
一
節
と
し
て
理
解
出
来
よ
う
。

　

な
お
、
教
授
道
場

中
の
作
法
は
、
以
下
の
通
り
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

即
ち
道
場
を
出
づ
。
入
時
の
路
を
経
て
、
教
授
師
の
道
場
に
赴
く
。

　
　
　

教
授
師
、
拝
席
上
に
到
り
て
、
椅
に
向
か
い
て
問
訊
罷
、
椅
に
到
り

て
衣
袖
を
収
め
、
跏
趺
坐
し
合
掌
す
。

　
　
　

受
者
、
問
訊
し
て
上
香
す
、
焼
香
罷
、
拝
席
上
に
到
り
て
、
展
坐
具

三
拝
し
、
長
跪
し
合
掌
す
。

　
　
　

広
く
戒
相
を
説
く
〈
今
、
教
授
師
の
文
有
り
〉。

　
　
　

此
の
間
、
和
尚
、
縵
外
の
椅
に
居
て
脚
を
収
め
ず
、
焼
香
侍
者
、
和

尚
の
椅
の
西
傍
に
侍
立
す
。

　
　
　

教
授
、
戒
相
を
説
き
訖
れ
ば
、
受
者
、
又
た
礼
三
拝
し
、
坐
具
を
収

め
て
問
訊
し
て
立
つ
。

　
　
　

教
授
師
、
起
ち
て
問
訊
し
、
受
者
を
率
い
て
道
場
に
赴
）

（
く
。

　

こ
こ
か
ら
、
教
授
師
が
受
者
に
対
し
て
戒
相
を
説
く
際
に
、
教
授
師
の

文

が
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
な
お
、
先
行
研
）

（
究
で
は
こ
の
一
句
を

回
っ
て
別
の
表
記
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
例
え
ば
、
大
正
期
以
降

の
宗
門
下
附
の

菩
薩
戒
作
法

の
よ
う
に

今
、
別
に
教
授
の
文
有
り

と
い
う
場
合
も
あ
る
。
教
授
師
の
文

で
あ
れ
ば
、
当
然
に
戒
相
を
説
く

の
は
教
授
師
だ
が
、
教
授
の
文

で
あ
れ
ば
、
教
授
師
と
は
限
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
教
授
師
を
別
に
立
て
る
か
、
戒
師
が
兼
ね
る
か
で
、
議
論
が

あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

一
師
二
師
の
事
、
戒
法
伝
授
の
時
き
、
一
師
・
二
師
を
用
い
る
の
両

様
な
り
。

　
　
　

其
の
二
師
と
は
、
一
に
は
教
授
師
、
二
に
は
戒
師
な
り
。

　
　
　

其
の
教
授
、
先
づ
之
の
道
場
の
外
に
於
い
て
受
戒
の
作
法
、
并
び
に

口
訣
等
を
教
授
す
べ
き
な
り
。
次
に
授
戒
師
、
正
戒
并
び
に
血
脈
を
正

授
す
。
其
の
時
、
教
授
師
、
之
の
道
場
の
内
に
於
い
て
壇
の
東
方
に
坐

を
設
く
、
是
れ
証
戒
の
為
な
り
、
是
れ
叢
林
一
様
な
り
。

　
　
　

一
師
と
云
は
、
戒
師
一
人
、
之
の
道
場
の
外
に
於
い
て
教
授
し
、
次

に
内
の
道
場
に
入
り
登
壇
受
戒
す
る
な
り
。
宋
朝
の
禅
院
、
両
儀
を
用

い
る
所
な
り
と
雖
も
、
一
師
の
義
、
猶
お
以
て
勝
と
為
す
所
以
は
、
初

祖
達
磨
、
二
祖
に
之
を
伝
う
る
の
時
、
只
だ
一
師
の
み
な
り
。
時
に
二
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祖
、
請
し
て
云
く
骨
相
已
に
換
ふ
、
戒
相
豈
に
然
か
ら
ず
や
、
願
わ
く

は
仏
祖
の
正
戒
を
授
け
た
ま
え
〈
云
々
〉。

　
　
　

其
の
時
、
宗
門
に
寺
無
し
、
仍
て
少
林
寺
に
寓
住
し
て
只
だ
仏
殿
の

廊
に
居
し
て
面
壁
す
る
の
み
。
時
に
初
祖
、
示
し
て
云
く
、
汝
、
夜
半

無
人
の
時
、
東
廊
に
来
た
る
べ
し
〈
云
々
〉。

　
　
　

仍
て
初
夜
の
後
、
少
林
寺
の
仏
殿
東
廊
に
於
い
て
唯
だ
一
人
の
み
に

て
之
を
伝
授
す
。

　
　
　

時
に
道
具
等
、
全
く
無
し
、
只
だ
二
祖
の
袈
裟
を
敷
い
て
、
師
坐
し

て
而
も
授
く
る
の
み
。
仏
前
の
灯
明
を
借
り
て
而
も
之
を
用
ゆ
、
此
の

一
大
事
、
全
く
記
録
を
許
さ
れ
ず
、
唯
だ
面
授
口
訣
し
来
た
る
所
な

り
。
故
に
、
正
義
伝
授
の
人
に
非
ざ
れ
ば
、
遂
に
知
る
こ
と
を
得
ず
。

今
、
東
廊
を
借
用
し
て
伝
灯
す
る
は
、
是
れ
即
便
ち
、
彼
の
芳
躅
を
擬

す
る
も
の
な
り
。
其
の
後
、
六
代
の
伝
法
・
受
戒
、
只
だ
一
師
の
み

な
）

（
り
。

　

こ
れ
は
、
梅
山
和
尚
戒
法
論

と
呼
ば
れ
る
文
献
の
奥
書
に
相
当
す
る

箇
所
に
見
ら
れ
る
一
節
で
あ
る
。
な
お
、
拙
）

（
論
に
お
い
て
論
じ
た
通
り
、
当

文
献
は
中
世
の
太
源
派
を
代
表
す
る
梅
山
聞
本
禅
師
（
？
〜
一
四
一
七
）
の

著
作
だ
と
確
定
す
る
こ
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か

し
、
上
記
に
引
用
し
た

一
師
二
師
の
事

の
部
分
は
、
中
世
の
曹
洞
宗
で

実
際
に
検
討
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、
同
じ
く
中
世
の

太
源
派
の
伝
戒
作
法
を
伝
え
る
、
万
光
道
輝
禅
師
（
一
六
八
一
〜
一
七
五

七
）
書
写
の

血
脈
法
）

（
式

で
は
、
教
授
師
が
随
喜
し
な
い

菩
薩
戒
作

法

を
基
本
と
し
て
い
）

（
る
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
道
場
荘
厳

に
お
い
て
、
卓
上
に

戒
文
（
お
そ
ら
く

は

菩
薩
戒
作
法

を
意
味
す
る
か
）
を
置
き
、
正
授
道
場

へ
と
場
所

を
変
え
る
様
子
が
無
い
ま
ま
に
、
次
に
師
、
拂
子
を
打
し
、
則
ち
舊
處
に

置
き
、
教
授
文
を
誦
）

（
す

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
師
（
戒
師
）
に
よ
る

教

授
戒
文

読
誦
な
の
で
あ
る
（
つ
ま
り
、
実
質
的
な

教
授
道
場
）。
更

に
、
菩
薩
戒
作
法

の
本
来
の
様
子
で
は
、
正
授
道
場

中
に
教
授
師
の

介
添
え
な
ど
が
あ
る
べ
き
だ
が
、
血
脈
法
式

で
は
一
切
見
ら
れ
ず
、
作

法
の
全
て
が
終
わ
っ
た
後
で
、
教
授
有
れ
）

（
ば

と
断
っ
た
上
で
、
教
授
師

が
随
喜
し
た
場
合
の
作
法
が
例
外
事
項
と
し
て
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
先
に
挙
げ
た

戒
法
論

と
同
じ
太
源
派
室
中
に
相
伝
し
た
伝
戒
作
法

に
、
一
師

に
よ
る
作
法
を
示
す
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

な
お
、
戒
師
が
教
授
師
を
兼
ね
る
根
拠
は
、
中
国
禅
宗
初
祖
達
磨
大
師
か

ら
二
祖
慧
可
大
師
へ
の
伝
戒
と
し
て
お
り
、
当
時
の
少
林
寺
は
禅
宗
専
門
の

寺
院
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
達
磨
大
師
が
一
師
で
行
っ
た
は
ず
、
と
の
見
解

を
呈
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
説
は
、
主
要
な
る
灯
史
に
は
確
認
出
来
な

い
こ
と
で
あ
り
、
本
書
で
も
、
記
録
を
許
さ
れ
ず

と
不
備
を
認
め
て
い

る
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
は

六
祖
壇
経

に
お
い
て
、
五
祖
が
袈
裟
で
周

囲
を
覆
っ
て
他
見
を
許
さ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
法
を
密
附
し
た
こ
と
や
、

百
丈
懐
海
に
よ
る
禅
院
独
立
を
意
識
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
は
、
教
授
道
場

の
作
法
に
複
数
の
方
法
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
の
み
で
あ
る
が
、
現
代
の
我
々
が
考
え
る
作
法
の
み
で
は
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。



洞
門
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い
て

　

こ
れ
も
既
に
拙
）

（
論
で
確
認
を
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
現
行
の
授
戒
会
は
江

戸
時
代
に
加
賀
大
乘
寺
二
六
世
・
月
舟
宗
胡
禅
師
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
再
興
の
際
に
、
正
授
道
場

と

教
授
道
場

が

菩
薩
戒
作
法

に
準
拠
す
る
形
で
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
以
下
の
指
摘
が
存
在
し
て
い
る
。

　
　

尋
テ
戒
師
ト
稱
シ
戒
會
ヲ
開
ク
者
ノ
有
リ
ト
雖
モ
、
其
説
戒
至
テ
ハ
則

敎
家
ノ
途
轍
ニ
墮
シ
テ
此
戒
文
ノ
如
キ
ハ
則
敎
授
道
塲
ニ
於
テ
僅
ニ
口

ニ
誦
ス
ル
コ
ト
一
返
ス
ル
ノ
） 

（
ミ
。

　

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
洞
門
学
僧
・
万
仭
道
坦
禅
師
（
一
六
九
八
〜
一
七

七
五
）
に
よ
る

禅
戒
鈔

序

の
一
節
で
あ
る
が
、
当
時
の

教
授
道

場

に
お
い
て
、
教
授
戒
文

を
た
だ
一
度
読
む
の
み
で
あ
る
と
指
摘

し
、
そ
の
批
判
と
し
て
、
梵
網
経
略
抄

な
ど
を
通
し
て
内
容
を
参
究
す

る
こ
と
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
上
記
内
容
に
関
連
し
て
、
宗
門
の
授
戒
会
作
法
で
現
存
最
古
と
さ

れ
る
、
指
月
慧
印
禅
師
（
一
六
八
九
〜
一
七
六
四
）
述
の

開
戒
会
焼
香
侍

者
指
揮

を
参
照
し
て
み
た
い
。
同
書
に
は
、
教
授
道
場
の
詳
細
に
つ
い
て

は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

・
焼
香
侍
者
ハ
室
中
ノ
儀
軌
ヲ
精
細
ニ
淵
底
シ
、
ソ
ノ
寺
院
ノ
格
式
ニ
ヨ

リ
テ
、
教
授
堂
、
寝
堂
、
幔
外
等
ヤ
又
ハ
懺
悔
〈
今
時
行
之
〉
ノ
處
ヲ

定
メ
、
ソ
ノ
通
路
ノ
便
宜
等
ヲ
懷
ニ
ス
ベ
）

（
シ
、

　

・
次
ニ
登
壇
ノ
講
習
ス
、
但
シ
通
路
ノ
ミ
幕
ニ
テ
隔
テ
、
荘
厳
ス
ル
ニ
ヲ

ヨ
バ
ズ
、
講
習
モ
教
授
堂
ニ
到
リ
、
幔
外
ヲ
經
テ
道
場
ニ
到
リ
、
燒
香

等
ノ
ミ
講
習
ス
、
登
壇
等
ニ
ハ
ヲ
ヨ
バ
）

（
ズ
、

　

上
記
内
容
か
ら
、
明
ら
か
に
教
授
堂
（
教
授
道
場
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
分
か
る
の
だ
が
、
そ
の
道
場
と
し
て
の
行
法
ま
で
は
伝
わ
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
他
の
作
法
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
戒
会
直
檀
寮
指
南
記

に

は
六
日
目
黄
昏
以
降
の
行
法
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

　
　

教
授
場
ニ
皈
ル
戒
子
教
師
江
焼
香
三
拜
直
壇
手
磬
ニ
声
ヲ
ナ
ラ
ス
合
掌

教
授
戒
文
了
テ
又
手
磬
ニ
声
ニ
テ
坐
参
拜
セ
シ
）

（
ム

　

つ
ま
り
、
教
授
場
（
教
授
道
場
）
に
お
い
て
、
前
後
の
三
拝
を
含
め
、

菩
薩
戒
作
法

の
通
り
に

教
授
戒
文

を
読
誦
し
て
い
た
様
子
が
理
解

出
来
よ
う
。

　

ま
た
、
他
の
方
法
で
の
作
法
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
　

手
磬
に
随
っ
て
教
授
と
同
じ
く
問
訊
し
、
教
授
の
後
ろ
に
随
っ
て
即
ち

道
場
を
出
づ
。
入
時
の
路
を
經
て
、
教
授
の
道
場
に
赴
く
。〈
教
授
道

場
図
入
る
〉
此
の
如
く
排
列
す
。
教
授
師
、
拜
席
上
に
到
り
、
椅
に
向

て
問
訊
罷
、
椅
に
就
て
趺
坐
す
。
卽
ち
懺
悔
帳
焼
却
す
。
次
に
受
者
焼

香
〈
隻
手
拈
香
〉
す
る
こ
と
前
の
如
し
。
次
次
三
拜
し
訖
り
て
、
具
上

に
長
跪
合
掌
し
、
教
授
師
の
広
く
戒
相
を
説
く
を
聴
く
。
説
戒
訖
り
て

受
者
三
拜
）

（
す
。

　

こ
れ
は
、
伝
戒
受
戒
道
場
荘
厳
法

の
一
節
で
あ
る
が
、
特
徴
は

教

授
道
場

で
懺
悔
帳
焼
却
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
伝
戒

受
戒
道
場
荘
厳
法

は
、
一
般
的
な
授
戒
会
で
六
日
目
に
行
わ
れ
る
戒
師
・

教
授
師
の

請
拝
式

か
ら
始
ま
り
、
時
間
を
改
め
て

教
授
道
場

か
ら
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号

正
授
道
場

へ
と
進
む
。
一
方
で

懺
悔
道
場

は
五
日
目
に
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
当
作
法
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
前
日
の

懺
悔
道
場

で
は
、
懺
悔
帳
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
時
点
で
焼
却
せ

ず
に
、
翌
日
の

教
授
道
場

で
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
通
常
、
懺
悔

帳
焼
却
は
懺
悔
道
場
で
行
う
よ
う
に
な
る
た
め
、
こ
の
辺
は
作
法
の
一
変
容

と
し
て
理
解
す
る
し
か
な
い
。

　

ま
た
、
広
く
戒
相
を
説
く

と
あ
る
が
、
こ
れ
は

菩
薩
戒
作
法

の

記
述
に
合
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
に

教
授
戒
文

が
使
わ
れ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
当
作
法
書
に
お
け
る

教
授
道
場

荘
厳
の
指
示
に
お

い
て
、
卓
上
に

教
授
文

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

な
お
、
大
乘
寺
山
内
の
作
法
書
で
あ
る

禅
門
大
戒
直
壇
指
南

で
も
、

右
ノ
懺
悔
帳
ハ
、
受
戒
ノ
晚
、
教
授
師
、
戒
子
教
授
道
場
ニ
率
イ
テ
、
椅

上
ニ
趺
坐
シ
了
テ
、
先
封
ヲ
切
リ
、〈
小
刀
用
意
〉
燒
却
ノ
由
ヲ
、
戒
子
ニ

告
テ
、
卽
燒
却
ス
、
然
後
、
教
授
ノ
式
ヲ
行
）

（
ズ

と
あ
り
、
伝
戒
受
戒
道

場
荘
厳
法

と
同
様
の
作
法
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
現
段
階
で
は
、

現
代
と
は
異
な
る
作
法
が
存
在
し
た
理
由
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
今
後
機
会

を
得
た
な
ら
ば
、
懺
悔
道
場
の
検
討
を
通
し
て
、
右
の
作
法
が
行
わ
れ
た
理

由
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　

近
世
の
洞
門
授
戒
会
に
お
け
る

教
授
道
場

に
関
連
し
て
、
二
つ
の
問

題
を
提
起
し
て
お
き
た
い
。

　
（

）
黄
檗
宗
の

弘
戒
法
儀

の
影
響
の
有
無
に
つ
い
て

　
（

）
近
世
に
お
け
る
授
戒
会
作
法
の
議
論
の
影
響
に
つ
い
て

　

ま
ず
、（

）
だ
が
、
黄
檗
宗
の

弘
戒
法
儀

授
戒
日
規

合
冊
）

（
本
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
教
授
師
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
以
下
の
知
見
を
得
る

こ
と
が
出
来
た
。

　

①
具
足
戒
を
受
け
る
前

将
授
具
足
戒
先
差
教
授
師
授
持
衣
教
鉢
法
儀
第

七

で
は
教
授
師
を
請
し
て

持
衣
教
鉢
の
阿
闍
黎

と
し
て
い
る
。

　

②

或
将
出
家
或
将
受
具
足
戒
倶
応
先
授
四
依
法
第
九

で
は
教
授
師
を

請
し
て

四
依
の
阿
闍
黎

と
し
、
四
依
法
の
開
示
を
さ
せ
て
い
る
。

　

③

将
登
壇
授
具
足
戒
預
問
難
法
儀
第
十

で
は
教
授
師
を
請
し
て

審

明
遮
難
の
阿
闍
黎

と
し
、
尋
問
者
と
し
て
い
る
。

　

④

登
壇
授
大
比
丘
具
足
戒
白
四
羯
磨
法
儀
第
十
一

で
は
三
師
の
一
と

し
て
教
授
師
を
拝
請
す
る
が
、
第
六
教
授
師
出
衆
問
遮
難
法

で
受

者
へ
の
尋
問
を
行
う
。
更
に

第
七
召
入
衆
法

第
八
乞
授
戒
法

で
は
、
教
授
師
が
受
戒
に
臨
む
沙
弥
の
誘
導
等
を
行
う
。

　

⑤

比
丘
白
四
羯
磨
受
具
足
戒
已
次
日
差
闍
黎
師
与
説
随
相
法
儀
第
十

二

で
は
戒
師
が
教
授
師
を
遣
わ
し
て
、
四
波
羅
夷

な
ど
の
戒
相

を
開
示
さ
せ
る
。

　

⑥
以
下
は
菩
薩
戒
の
授
戒
と
な
る
。
将
授
菩
薩
大
戒
和
尚
差
阿
闍
黎
問

難
七
遮
法
第
十
四

に
つ
い
て

弘
戒
法
儀

で
は

阿
闍
黎

の
み

の
表
記
で
、
内
容
か
ら
は
教
授
阿
闍
黎
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
判
然
と
し

な
い
。
一
方
で
、
授
戒
日
規

の

初
七
下
午
問
七
遮
罪

で
は

教
授
師
を
請
し
て
七
遮
を
問
う

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
教
授
師
を



洞
門
に
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教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

拝
請
し
て
お
り
、
更
に
、
弘
戒
法
儀

で
は

正
授
菩
薩
大
戒
軌
儀

第
十
五

に
お
い
て
教
授
阿
闍
黎
に
受
者
の

七
逆
罪
（
七
遮
）
の

有
無
を
問
わ
せ
て
い
る
。

　

⑦
前
段
の
遮
難
が
済
む
と
、
改
め
て
戒
師
を
拝
請
す
る
が
、
従
来
の
状
況

か
ら
一
転
し
て
、
毘
盧
遮
那
如
来
・
盧
舎
那
如
来
を
拝
請
し
て
戒
源
と

し
、
釈
迦
牟
尼
如
来
を
拝
請
し
て
得
戒
大
和
尚
と
し
、
文
殊
師
利
菩
薩

を
羯
磨
阿
闍
黎
、
弥
勒
菩
薩
を
教
授
阿
闍
黎
、
十
方
の
諸
仏
を
証
戒
阿

闍
黎
、
諸
大
菩
薩
を
同
学
聖
侶
と
し
て
拝
請
し
、
理
念
的
な
三
師
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
菩
薩
戒
の
授
戒
で
は
標
準
的
な
作
法
と
い
え
る
。

　

⑧

弘
戒
法
儀

は
、
菩
薩
戒
の
授
戒
ま
で
で
項
目
を
終
え
る
が
、
授

戒
日
規

は
そ
の
後
に
続
い
て
、
初
八
午
誦
梵
網
経

を
挙
げ
、
教

授
師
を
請
し
て
戒
経
を
誦
す

と
あ
る
。

　

以
上
の
通
り
、
黄
檗
宗
の

弘
戒
法
儀

で
は
、
具
足
戒
（
比
丘
戒
）
と

菩
薩
戒
を
続
け
て
授
け
る
日
程
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
教
授
師
を
拝
請
し
て
い
る
。
具
足
戒
で
は
い
わ
ゆ
る
尋
問
者
と
し
て
の
位

置
付
け
と
、
四
波
羅
夷
な
ど
の
開
示
を
行
わ
せ
て
い
る
。
菩
薩
戒
で
も
尋
問

者
と
し
て
の
位
置
付
け
を
し
つ
つ
も
、
最
終
的
に
は

梵
網
経

読
誦
を
行

わ
せ
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
曹
洞
宗
の
教
授
師
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
教
授
道
場

の
設
置

は
無
く
、
ま
た
、
戒
法
の
開
示
を
行
う
と
し
て
も
、
洞
門
の

教
授
戒
文

の
よ
う
な
開
示
と
い
う
内
容
で
は
無
い
。
そ
の
た
め
、
菩
薩
戒
作
法

に

よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
洞
門
の

教
授
道
場

の
位
置
付
け
は
、
独
自
の
も
の

だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

前
項
で
挙
げ
た
（

）
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
拙
）

（
論
で
論
じ
た
通
り
、
加
賀

大
乘
寺
を
中
心
に
構
築
さ
れ
た
近
世
の
授
戒
会
作
法
に
対
し
、
面
山
瑞
方
禅

師
な
ど
が
批
判
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。

　

な
お
、
面
山
禅
師
に
よ
る
授
戒
会
作
法
批
判
は
永
平
寺
四
〇
世
・
大
虚
喝

玄
禅
師
（
一
六
六
二
〜
一
七
三
六
）
が
関
三
刹
や
寺
社
奉
行
所
に
訴
え
て
い

た

永
平
寺
戒
儀
興
復
願

の
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
大
虚

禅
師
が
面
山
禅
師
に
自
ら
の
主
張
を
開
示
し
た
こ
と
は
、
傘
松
日
記

に

時
に
禅
師
、
委
し
く
洞
宗
戒
儀
を
武
江
府
に
訴
う
る
の
緒
余
を
話
）

（
す

と

見
え
る
。

　

そ
こ
で
、
大
虚
禅
師
に
よ
る
戒
儀
復
興
の
誓
願
は
、
永
平
寺
史
（
下
）

で

第
六
章　

宗
統
復
古
運
動
と
永
平
寺

の

第
一
〇
節　

喝
玄
・
雄
禅

の
二
禅
師
と
戒
儀
復
興

の
項
目
に
て
詳
）

（
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
報
告
を
受

け
つ
つ
検
討
す
る
と
、
ま
ず
、
大
虚
禅
師
の
主
張
に
は
、
授
戒
会
に
対
す
る

苦
言
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
当
時
宗
派
内
に
て
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
大
乘
寺
式
の
授
戒
会
作
法
に
対
し
て
、
批
判
の
射
程
が

ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
か
は
判
断
が
付
か
な
い
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
前

掲
の
拙
論
で
は
敢
え
て
両
者
の
関
係
を
開
示
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
傘

松
日
記

で
は

因
み
に
茶
話
、
禅
門
戒
壇
の
委
悉
な
）

（
り

と
し
て
お
り
、

当
時
の
大
乘
寺
式
の
授
戒
会
を
詳
し
く
検
討
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

大
虚
禅
師
が

宗
門
傳
戒
之
次
第

で
行
っ
た
主
張
に
は
、
一
、
菩
薩
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授
戒
の
式
は
徧（
偏
か
）に
高
祖
伝
来
の
作
法
に
依
り
、
他
派
の
法
式
を
混
ず
べ
か
ら

ざ
る
の
）

（
事

と
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
面
山
禅
師
が
主
張
し
た
よ
う
な
、

授
戒
儀
軌
全
般
を
視
野
に
入
れ
た
批
判
、
特
に
加
行
全
般
、
懺
悔
道
場
な
ど

へ
の
批
判
ま
で
含
む
か
ど
う
か
、
判
断
が
付
か
な
い
の
で
あ
る
。
大
虚
禅
師

が

他
派

と
い
う
の
は
多
分
に
黄
檗
宗
を
意
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、

一
方
で
そ
の
法
式
と
は
ど
こ
ま
で
を
指
す
の
か
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

な
お
、
前
掲
拙
論
で
述
べ
た
通
り
、
面
山
禅
師
の
主
張
し
た
授
戒
会
作
法

は
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
る
こ
と
は
無
く
、
大
乘
寺
式
の
授
戒
会
作
法
が
現
在

ま
で
も
宗
門
内
で
通
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
虚
禅
師
の

永
平
寺
戒
儀

興
復
願

が
、
享
保
二
〇
年
の
段
階
で
寺
社
奉
行
所
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
た

こ
と
の
影
響
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
面
山
禅
師
に
よ
る

教
授
道
場

へ
の
評
価
を
検
討
し
て
お

き
た
い
。
若
州
永
福
和
尚
説
戒

で
は
大
乘
寺
式
の
授
戒
会
作
法
、
就
中

正
授
道
場

に
つ
い
て
四
衆
一
等
に
開
示
す
る
こ
と
を
批
判
し
て
お
り
、

こ
れ
は
大
虚
禅
師
が

達
書

と
し
て
関
三
刹
に
開
示
し
た
主
張
の

一
、

高
祖
帰
朝
の
以
後
、
広
く
戒
会
を
開
き
、
門
徒
の
僧
侶
は
申
す
に
及
ば
ず
、

他
派
の
宗
師
へ
も
伝
戒
之
れ
有
り
、
其
の
外
、
在
家
の
授
戒
の
男
女
等
の
あ

ま
た
な
る
も
、
広
く
興
行
す
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
の
）

（
事

を
受
け
た
も
の
で

あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
伝
戒
と
授
戒
と
を
分
け
る
べ
き
と
の
主
張

で
あ
り
、
面
山
禅
師
も
在
家
へ
の
授
戒
に
は

大
儀
軌

と
称
さ
れ
る

菩

薩
戒
作
法

で
は
な
く
、
小
儀
軌

と
呼
ば
れ
る

授
戒
作
法

を
用
い

る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
そ
う
な
る
と
、
先
述
の
通
り
、
大
乘
寺
式
の
授
戒

会
作
法
は

菩
薩
戒
作
法

に
則
っ
て
、
正
授
道
場

教
授
道
場

を
構

築
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
も
し
、
同
作
法
を
用
い
な
い
と
な
る
と
、
教

授
道
場

の
位
置
付
け
が
不
明
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
面
山
禅
師
に
よ
る
四
衆
へ
の
授
戒
時
の
説
戒
録
で
あ
る

若
州

永
福
和
尚
説
戒

を
見
て
み
る
と
、
梵
網
経

等
に
依
拠
し
つ
つ
、
菩
薩

戒
（
十
六
条
戒
）
の
意
義
を
四
衆
へ
開
示
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
戒

本
の
提
唱
で
は

教
授
戒
文

へ
の
言
及
は
見
え
な
い
。
た
だ
、
加
行
ノ

因
緣

項
で
当
時
の
授
戒
会
中
の
懺
悔
道
場
に
お
け
る
対
首
懺
悔
を
批
判
す

る
中
で
、
ユ
ヘ
ニ
禪
門
戒
教
授
文
ニ
、
既
依
佛
祖
證
明
、
得
大
淸
淨
、
是

乃
懺
悔
力
也
ト
ア
）

（
リ

と
あ
り
、
こ
の
一
節
に

教
授
戒
文

か
ら
の
引
用

が
確
認
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
教
授
道
場

自
体
へ
の
態
度
は
判
然
と
し
な

い
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
、
瞎
道
本
光
禅
師
が
所
持
し
て
い
た

教
授

文

に
つ
い
て
、
則
復
タ
宗
祖
説
戒
之
貝
葉
記
也
ト
言
ヘ
）

（
リ

と
述
べ
た

こ
と
を
、
瞎
道
禅
師
が
伝
え
て
い
）

（
る
た
め
、
面
山
禅
師
は
道
元
禅
師
自
身
に

よ
る
説
戒
の
記
録
だ
と
評
し
て
い
た
と
理
解
可
能
で
あ
り
、
更
に

貝
葉

と
す
る
か
ら
に
は
、
経
典
・
仏
説
に
準
ず
る
扱
い
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
仏
祖
正
伝
大
戒
訣

序）
（

に
お
い
て
も
、
面

山
禅
師
は

教
授
戒
文

に
つ
い
て
、
教
授
文

で
示
さ
れ
た
由
来
と
同

じ
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　

近
世
・
近
代
の
洞
門
学
僧
達
に
よ
る

教
授
戒
文

参
究
の
系
譜
に
つ
い

て
は
、
既
に
先
行
研
）

（
究
が
存
在
す
る
た
め
、
そ
の
成
果
を
受
け
つ
つ
、
本
項



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

で
は

教
授
戒
文

の
参
究
及
び
そ
の
活
用
が
、
道
俗
四
衆
に
向
け
た
も
の

で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
僧
尼
二
衆
に
対
す
る
も
の
だ
っ
た
の
か
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

　

そ
こ
で
、
近
世
の
主
た
る
参
究
結
果
に
つ
い
て
、
略
年
表
の
形
で
ま
と
め

て
お
き
た
い
。

一
七
二
四
年
刊　
　

甘
露
英
泉

尸
羅
敲
髄
章

一
七
二
四
年
書　
　

面
山
瑞
方

仏
祖
正
伝
大
戒
訣
（
後
の
一
七
四
八
年

に
刊
行
）

一
七
三
四
年
書　
　

面
山
瑞
方

傘
松
日
記

一
七
三
五
年
序
刊　

指
月
慧
印

禅
戒
篇

一
七
四
一
年
ま
で　

白
痴
述
、
如
宗
編

禅
戒
伝
耳
録

一
七
五
二
年　
　
　

万
仭
道
坦

梵
網
経
略
抄

入
手

一
七
五
二
年
題　
　

万
仭
道
坦

教
授
戒
文
鈔
源
）

（
攴

一
七
五
二
年
提
唱　

面
山
瑞
方
が
但
馬
大
用
寺
の
戒
会
で
説
戒
（
後
に

若

州
永
福
和
尚
説
戒
）

一
七
五
四
年
書　
　

瞎
道
本
光

禅
戒
口
訣
或
問

一
七
五
七
年
ま
で　

三
洲
白
龍

禅
戒
游
）

（
刃

一
七
五
八
年
序
刊　

万
仭
道
坦

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔

一
七
六
〇
年
刊　
　

面
山
瑞
方

若
州
永
福
和
尚
説
戒

一
七
六
七
年
書　
　

瞎
道
本
光

宗
伝
戒
文
試
参
請

一
七
七
四
年
序　
　

万
仭
道
坦

禅
戒
本
義
（
翌
年
刊
行
）

一
八
四
一
年
題　
　

本
秀
幽
蘭

永
平
教
授
戒
文
辨
）

（
解

一
八
六
一
年
提
唱　

直
翁
梅
指

授
戒
会
式

　

ま
ず
、
右
の
通
り
に
並
べ
て
み
る
と
、
明
ら
か
に

教
授
戒
文

を
用
い

た
説
戒
を
行
っ
た
事
例
と
し
て
は
、
指
月
慧
印
禅
師

禅
戒
篇

の
位
置
付

け
が
際
立
つ
。
内
容
か
ら
、
道
俗
四
衆
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
確

だ
が
、
前
述
の
通
り
、
指
月
禅
師
は
授
戒
会
で

教
授
堂
（
教
授
道
場
）

を
採
用
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
教
授
戒
文

を
説
戒
に

用
い
た
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
後
の
参
究
成
果
の
ほ
と
ん
ど
は
、
四
衆
を
相
手
に

教
授

戒
文

を
用
い
て
い
た
。
一
方
で
、
明
ら
か
に
読
み
手
を
出
家
者
に
限
定
し

て
い
た
の
は
、
万
仭
禅
師

禅
戒
鈔

で
あ
る
。
良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
同
書
の

規
）

（
約

で
は
濫
り
に
多
く
の
者
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
注

意
を
促
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
書
を
授
戒
会
の
説
戒
や
布
薩
な
ど
で
用
い

る
こ
と
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
教
授
戒
文

へ
の
解
説
を
含
ん
だ
経
豪
禅
師

梵
網
経
略
抄

と
い
う
、
従
来
秘
匿
度
が

高
か
っ
た
文
献
も
、
禅
戒
鈔

を
通
し
て
徐
々
に
人
の
目
に
触
れ
る
よ
う

に
な
り
、
宗
門
の
戒
学
参
究
に
用
い
ら
れ
た
様
子
が
理
解
可
能
で
あ
る
。

　

末
尾
に
挙
げ
た
直
翁
梅
指
禅
師

授
戒
会
式

で
は
、
説
戒
の

十
重
禁

戒
ノ
コ
ト

に
お
い
て

僧
衆
ハ
ヨ
ク
省
得
ス
ベ
シ
、
在
家
ノ
菩
薩
モ
同
ジ

ノ
ミ
、
十
戒
ト
モ
菩
薩
戒
弟
故
、
一
心
戒
儀
教
授
戒
文
ノ
道
理
心
得
ナ
ク
テ

ハ
ナ
ラ
）

（
ヌ

と
し
て
お
り
、
在
家
に
も

教
授
戒
文

の
道
理
を
把
握
す
る

よ
う
に
促
し
て
い
る
。
更
に
同
項
で
は

教
授
戒
文
経
豪
鈔
（
梵
網
経
略

抄
）
を
明
ら
か
に
用
い
て
い
）

（
る
。
た
だ
し
、
内
容
は
全
て
万
仭
禅
師

禅

戒
鈔

に
引
か
れ
た
文
言
に
一
致
（
文
相
は
若
干
相
違
す
る
）
す
る
た
め
、

梅
指
禅
師
の
参
究
に

禅
戒
鈔

や

禅
戒
本
義
（
一
心
戒
文
を
収
録
）
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が
用
い
ら
れ
た
も
の
か
。

　

以
上
に
概
観
し
た
通
り
、
近
世
末
期
に
は

教
授
戒
文

と
、
そ
の
解
釈

と
し
て
の

梵
網
経
略
抄
（
あ
る
い
は

禅
戒
鈔
）
が
揃
っ
て
お
り
、
近

代
以
降
の

教
授
戒
文

の
参
究
・
活
用
は
、
授
戒
会
の
戒
弟
四
衆
へ
の
開

示
を
含
む
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
学
僧
達
に
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ

う
。

　

今
回
、
本
論
の
末
尾
に
は
、
新
出
資
料
の

丘
宗
潭
老
師

教
授
戒
文

提
唱
録
（
以
下
、
提
唱
録
）
を
翻
刻
収
録
し
た
。
令
和
二
年
に
百
回
忌

を
迎
え
た
、
近
代
洞
門
を
代
表
す
る
宗
乗
家
で
あ
る
丘
宗
潭
老
師
（
一
八
六

〇
〜
一
九
二
一
）
の

教
授
戒
文

提
唱
で
あ
る
。
書
誌
情
報
は
、
拙
論

近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て
（
本
誌
掲
載
）
と
共
通
し

て
い
る
た
め
、
参
照
さ
れ
た
い
。
日
時
の
み
示
せ
ば
、
明
治
三
九
年
（
一
九

〇
六
）
九
月
一
〇
日
午
前
に
行
わ
れ
た
提
唱
で
あ
る
。

　

な
お
、
丘
師
に
よ
る

教
授
戒
文

口
授
は
、
細
川
道
契
老
師
編

洞
上

室
内
伝
法
口
訣
三
物
秘
弁
講
話

に
も

教
授
戒
文
口
傳

と
し
て
収
録
さ

れ
て
い
る
が
、
提
唱
録

の
方
が
分
量
が
多
い
。
簡
単
に
両
書
の
同
異
点

を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
　

①
両
書
と
も

教
授
戒
文

に
対
す
る
提
唱
・
口
授
。

　
　

②

提
唱
録

は
合
冊
さ
れ
て
い
る

室
内
三
物
秘
弁

の
聴
講
者
が

引
き
続
き
で
受
講
し
た
と
思
わ
れ
、
複
数
人
に
対
す
る
提
唱
で
あ

る
。
一
方
で

教
授
戒
文
口
傳

は
聞
き
手
の
情
報
が
乏
し
い
が
、

細
川
師
個
人
へ
の
説
示
か
。
両
書
と
も
出
家
者
へ
の
開
示
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
　

③

教
授
戒
文
口
傳

で
は
、
口
授
の
動
機
を

教
授
戒
文

が
た
だ

戒
会
の
時
に
読
ま
れ
る
の
み
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
、
本
来
は
戒
儀

の
口
伝
を
伴
う
と
の
立
場
か
ら
、
提
唱
さ
れ
た
。

　

本
論
で
は
両
書
を
思
想
的
に
比
較
し
よ
う
と
企
図
し
て
い
た
が
、
細
川
師

編
の

教
授
戒
文
口
傳

は
余
り
に
短
す
ぎ
る
た
め
、
比
較
の
対
象
と
し
て

は
不
適
切
だ
と
判
断
し
た
。
よ
っ
て
、
ま
ず
は
丘
師
の

提
唱
録

の
概
要

を
紹
介
し
た
い
。

　

提
唱
録

の
本
文
全
体
は
一
万
字
を
超
え
て
お
り
、
教
授
戒
文

の
ほ

ぼ
全
体
に
つ
い
て
開
示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
宗
門
の
仏
祖
正
伝
菩

薩
戒
に
お
け
る

仏
祖
正
伝

の
意
義
か
ら
始
ま
り
、
戒
本
で
あ
る
三
帰
・

三
聚
浄
戒
・
十
重
禁
戒
、
そ
し
て
末
尾
の
引
請
に
到
る
ま
で
丁
寧
に
開
示
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
懺
悔

は

懺
悔
の
文
は
云
は
な
く
て
も

分
て
居
る
だ
ロ
ー
か
ら
止
め
と
し
て
お
か
）

（
う

と
し
、
教
授
戒
文

の
文

言
を
ご
く
簡
単
に
提
示
し
た
程
度
で
、
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
丘
師
の

教
授
戒
文

成
立
論
だ
が
、
提
唱
録

で
は
冒

頭
部
分
で

之
れ
は
禅
戒
を
御
開
山
様
が
二
代
孤
雲
様
に
授
け
ら
れ
た
其
れ

を
二
代
様
が
筆
記
さ
れ
た
物
だ
か
ら
取
も
直
さ
ず
我
宗
の
戒
で
あ
る
禅
戒
の

根
本
で
あ
）

（
る

と
す
る
よ
う
に
、
瑩
山
禅
師

教
授
文

の
見
解
を
踏
ま
え

た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
な
お
、
教
授
戒
文
口
傳

で
も
、
上
記
内
容
と

ほ
ぼ
同
じ
見
解
で
あ
る
が
、
太
祖
様
の
言
に
も
二
代
様
に
よ
つ
て
出
来
た



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

と
い
ふ
こ
と
が
あ
る

と
し
つ
つ
、
そ
の
経
緯
は
面
山
禅
師

仏
祖
正
伝
大

戒
訣

か
ら
受
け
た
と
し
て
い
）

（
る
。

　

丘
師
が
本
提
唱
に
お
い
て
参
照
さ
れ
た
文
献
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

・
景
徳
伝
灯
録
（
五
七
丁
表
）　

馬
祖
下
の
維
淸
禅
師

の
言
葉
を
引
く

が
、
該
当
人
物
及
び
内
容
等
の
典
拠
不
明
。
何
ら
か
の
記
憶
違
い
か
、
筆

録
時
の
誤
記
か
。
字
の
関
係
か
ら
霊
源
惟
清
か
と
も
考
え
た
が
、
一
一
一

七
年
遷
化
の
霊
源
は

景
徳
伝
灯
録

に
入
っ
て
い
な
い
。

・
本
秀
幽
蘭

永
平
教
授
戒
文
辨
解
（
略
辨
）
（
五
九
丁
裏
・
六
〇
丁
表
・

六
二
丁
表
）　

三
聚
浄
戒
の
一
々
に
つ
い
て
幽
蘭
和
尚
の
著
語
を
引
用
し

て
い
る
。
永
平
教
授
戒
文
辨
解

は
、
著
者
直
筆
本
と

曹
全

収
録

本
（
略
辨
）
と
の
間
に
、
書
誌
学
的
問
題
が
含
ま
れ
る
と
報
告
さ
れ
て

い
）

（
る
。
提
唱
録

の
筆
録
時
期
か
ら
す
れ
ば
、
曹
全

収
録
の
底
本
と

な
っ
た
岸
澤
惟
安
老
師
（
一
八
六
五
〜
一
九
五
五
）
の
書
写
（
大
正
七
年

﹇
一
九
一
八
﹈）
よ
り
も
前
に
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
注
意
を
要
す
る
が
、
先

の
問
題
を
解
決
す
る
ほ
ど
の
情
報
が
開
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

・
万
仭
道
坦

禅
戒
本
義
（
六
二
丁
表
・
六
三
丁
裏
・
六
四
丁
表
・
六
四

丁
裏
・
七
三
丁
表
・
七
六
丁
裏
）　

禅
戒
本
義

は
三
聚
浄
戒
・
十
重
禁

戒
の
一
部
で
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
主
と
し
て
同
書
で
引
用
さ
れ
た

梵

網
経
略
抄

を
見
る
た
め
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
目
的
で
あ

れ
ば
、
万
仭
禅
師
の

禅
戒
鈔

で
も
良
い
は
ず
だ
が
、
提
唱
録

で

は

禅
戒
本
義

が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
理
由
は
後
述
す
る
。

・
万
仭
道
坦

禅
戒
鈔
（
禅
戒
抄
）
（
五
六
丁
裏
・
六
四
丁
表
）　

提
唱

録

全
体
で
二
箇
所
に
名
前
が
見
え
て
い
る
が
、
丘
師
は

禅
戒
鈔

に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

　
　

禅
戒
抄
な
と
に
は
色
〻
と
書
て
あ
る
が
沢
山
書
け
ば
書
く
程
分
り
悪
く

な
る
（
五
六
丁
裏
）

　
　

皆
な
禅
戒
本
義
を
求
め
て
見
る
が
善
ひ
本
義
は
文
が
簡
に
し
て
明
か
じ

や
禅
戒
鈔
は
ダ
ラ
〳
〵
し
て
居
る
却
て
分
り
悪
ひ
今
頃
の
衆
は
禅
戒
本

義
あ
る
こ
と
も
知
ら
ぬ
人
が
多
い
（
六
四
丁
表
〜
裏
）

　

禅
戒
鈔

に
比
べ
て

禅
戒
本
義

の
文
章
が
簡
潔
で
は
あ
る
が
、
丘

師
は
そ
れ
を
評
価
し
て
い
る
。
丘
師
自
身
、
提
唱
は
簡
潔
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
）

（
る
が
、
自
ら
の
提
唱
方
法
の
リ
ズ
ム
に
良
く
契
っ
た
も
の
か
。
な

お
、
丘
師
の

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講
話

が
、
岸
澤
師
の
筆
録
を
元

に
没
後
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
の
岸
澤
師

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒

鈔
講
話
に
つ
き
て

や
、
丘
師
自
身
の

玄
談

を
見
て
い
く
と
、
禅

戒
鈔

を
重
視
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は

禅
戒
本
義

の
名
前
は
出
て
来

な
い
の
だ
が
、
提
唱
録

で
は
別
様
に
見
え
て
く
る
こ
と
に
は
注
意
し

て
お
き
た
い
。
要
す
る
に
、
岸
澤
師
が
描
い
た
丘
師
の
姿
と
、
そ
れ
以
外

の
伝
承
に
は
相
違
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

丘
師
に
よ
る

禅
戒
鈔

改
訂
に
つ
い
て
は
、
ま
た
機
会
を
得
て
検
討
し

て
み
た
い
。

・
達
磨
一
心
戒
文
（
五
八
丁
裏
・
六
三
丁
表
・
六
四
丁
表
裏
・
七
一
丁

表
・
七
二
丁
表
・
七
三
丁
裏
・
七
四
丁
表
・
七
五
丁
表
・
七
六
丁
表
裏
）　

主
と
し
て
十
重
禁
戒
の
提
唱
の
際
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
禅
戒



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

本
義

で
は
冒
頭
に

嵩
嶽
達
磨
大
師
戒
文

と
し
て

一
心
戒
文

を

引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
か
。

・
永
平
道
元

正
法
眼
蔵

諸
悪
莫
作

巻
（
五
九
丁
表
・
六
五
丁
裏
・

六
六
丁
表
）　

三
聚
浄
戒
の
第
一
摂
律
儀
戒
及
び
十
重
禁
戒
の
第
一
不
殺

生
戒
の
提
唱
で
参
照
さ
れ
て
い
る
。

・
指
月
慧
印

禅
戒
篇
（
六
七
丁
表
）　

十
重
禁
戒
の
第
一
不
殺
生
戒
を
示

す
際
に
参
照
さ
れ
て
い
る
。

◎

我
宗
の
戒

に
つ
い
て

　

ま
ず
、
提
唱
録

冒
頭
部
分
で
は
、
以
下
の
説
示
が
見
え
る
。

　
　

之
れ
は
禅
戒
を
御
開
山
様
が
二
代
孤
雲
様
に
授
け
ら
れ
た
其
れ
を
二
代

様
が
筆
記
さ
れ
た
物
だ
か
ら
取
も
直
さ
ず
我
宗
の
戒
で
あ
る
禅
戒
の
根

本
で
あ
る
（
五
三
丁
表
）

　

禅
戒
を

我
宗
の
戒

と
し
て
い
る
が
、
宗
派
・
宗
旨
と
し
て
の
特
徴
ま

で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

◎
禅
定
（
坐
禅
）
と
戒
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
　

宗
門
で
は
禅
戒
と
云
ふ
て
禅
定
と
戒
が
一
つ
で
あ
る
（
五
六
丁
裏
〜
五

七
丁
表
）

　
　

此
の
佛
戒
は
佛
祖
正
傳
の
戒
だ
此
れ
を
受
持
せ
ば
佛
境
界
だ
位
大
覚
に

同
ふ
し
終
る
汝
も
如
是
我
亦
如
是
禅
戒
一
致
じ
や
一
切
の
公
案
は
尽
く

戒
法
の
上
に
あ
り
此
の
戒
法
は
一
千
七
百
則
の
有
る
處
じ
や
公
案
と
戒

と
更
に
変
り
は
無
い
禅
と
戒
と
は
一
致
で
あ
る
禅
即
戒
此
れ
を
誤
ま
ら

ぬ
様
に
す
る
が
能
い
（
八
一
丁
表
）

　

明
治
期
の

修
証
義

刊
行
以
降
、
宗
門
内
で
は
安
心
の
問
題
を
回
っ

て
、
坐
禅
と
受
戒
と
の
関
係
性
が
模
索
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
丘
師
は

修

証
義

の
有
効
性
を
認
め
、
曹
洞
宗
意
綱
要

と
い
う
提
唱
録
を
残
さ

れ
、
宗
門
の
受
戒
入
位
と
云
ふ
安
心
は
、
達
磨
大
師
の
坐
禅
と
云
ふ
も
の

と
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
）

（
い

と
さ
れ
、
更
に
、
受
戒
と
坐
禅
に
つ

い
て
選
択
的
・
分
別
的
思
考
を
有
す
る
者
は

形
式
に
囚
は
れ
て
の
）

（
話

と

ま
で
批
判
さ
れ
た
。

　

よ
っ
て
、
禅
戒
一
如
の
立
場
に
立
つ
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
特
に

教
授

戒
文

の
提
唱
に
お
い
て
は
戒
の
側
を
中
心
に
見
な
が
ら
、
そ
の
受
戒
の
功

徳
を
前
提
に
禅
戒
一
如
を
説
か
れ
て
い
る
。

◎
道
徳
と
の
対
比

　
　

普
通
の
様
に
道
徳
的
に
説
く
戒
法
で
は
危
険
で
な
ら
ぬ
吾
が
禅
戒
で
は

自
性

妙
に
徹
す
る
故
に
大
𠀋
夫
た
（
六
六
丁
裏
）

　
　

或
現
大
身
或
現
法
身
此
れ
が
㐧
七
不
自
讃
毀
他
戒
じ
や
天
地
に
讃
毀
す

る
自
他
は
無
ひ
之
れ
が
禅
戒
だ
此
れ
を
置
て
普
通
の
文
字
の
通
り
の
道

徳
戒
で
は
禅
戒
で
は
無
ひ
道
徳
戒
だ
（
七
五
丁
表
）

　
　

佛
性
法
性
に
通
達
す
る
時
丗
間
の
倫
理
道
德
も
之
れ
よ
り
起
る
其
れ
を

丗
間
の
道
德
話
の
様
に
盗
人
を
し
て
は
成
ら
ぬ
ぞ
虚
言
を
言
ふ
て
は
成

ら
ぬ
位
で
は
禅
戒
と
は
言
へ
ぬ
之
れ
が
佛
祖
の
一
大
事
因
縁
だ
（
七
八

丁
裏
〜
七
九
丁
表
）

　

丘
師
は
斯
様
に
、
禅
戒
と
道
徳
と
の
対
比
を
行
い
、
両
者
を
混
同
し
な
い

よ
う
に
示
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
代
、
例
え
ば
高
田
道
見
老
師
（
一
八
五
八
〜



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

一
九
二
三
）
の

通
仏
教
安
心

で
、
安
心
以
後
の
道
徳

が
説
か
）

（
れ
、

在
家
信
者
に
対
し
て
五
戒
の
受
持
を
通
し
て
、
世
間
の
道
徳
を
実
践
す
る
よ

う
に
促
す
な
ど
し
て
い
た
。
高
田
師
の
見
解
を
直
接
の
批
判
対
象
に
し
て
い

る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
宗
派
内
の
一
部
に
、
明
ら
か
に
道
徳
を
も
っ
て
持

戒
に
比
す
る
流
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　

今
の
書
生
衆
の
云
の
を
聞
け
ば
或
は
消
極
的
道
德
で
あ
る
と
か
或
は
曰

く
禁
欲
主
義
で
あ
る
禁
欲
主
義
は
印
度
古
来
の
道
德
で
あ
る
今
日
の
道

德
は
積
極
的
で
無
く
ば
■
成
ら
ぬ
な
そ
と
云
ふ
て
居
る
髙
い
米
を
食
ふ

て
比
の
様
な
馬

な
事
を
云
ふ
ツ
マ
ラ
ヌ
（
八
〇
丁
裏
）

　

更
に
、
右
の
一
節
を
見
れ
ば
、
禁
欲
主
義
だ
と
断
定
さ
れ
る
こ
と
へ
の
反

発
心
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
矢
島
錦
蔵
氏
の

倫
理
学
講
義

に
も

禁
欲
主
義

と
い
う
一
）

（
章
が
設
け
ら
れ
、
仏
教
を
そ
の
代
表
の
よ
う
に

扱
っ
て
い
る
等
、
同
様
の
見
解
な
ど
が
当
時
、
言
論
界
で
発
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
丘
師
は
、
達
磨
の

一
心
戒
文

を
引
き
、
自
性

霊
妙
に
徹
す
る
禅
戒
の
本
義
を
求
め
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。

　
　

昨
日
三
嶋
へ
行
た
ら
常
林
寺
に
坦
山
和
尚
の
偈
が
有
た
彼
れ
は
滑
稽
和

尚
で
あ
る
曰
く
通
身
如
泡
沫
心
性
似
金
剛
石
火
電
光
裡
坦
然
常
寂
相
と

書
て
有
た
我
慢
が
見
へ
る
偈
は
人
格
が
見
え
る
大
切
な
者
だ
面
山
和
尚

の
偈
に
曰
く
我
れ
に
大
力
量
あ
り
風
吹
ば
即
ち
倒
る
と
身
境
一
枚
で
あ

る
至
た
者
だ
坦
山
和
尚
は
身
性
各
別
の
見
外
道
の
見
た
此
の
様
な
外
道

和
尚
が
有
難
と
は
訳
の
分
ら
ぬ
話
だ
ジ
ヤ
ン
顔
に
女
が
戀
れ
て
命
を
捨

て
る
位
だ
か
ら
其
れ
も
仕
方
が
無
ひ
今
ま
は
坦
山
和
尚
の
様
な
こ
と
で

は
な
い
其
の
様
な
見
を
起
し
て
は
成
ら
ぬ
（
六
〇
丁
裏
〜
六
一
丁
表
）

　

こ
れ
は
、
三
聚
浄
戒
の

第
三
摂
衆
生
戒

へ
の
提
唱
と
し
て
行
わ
れ
た

一
節
で
あ
る
。
丘
師
は
、
坦
山
和
尚
の
主
張
が
余
程
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の

か
、
仏
道
で
は
な
い
と
断
じ
た
。
そ
の
理
由
を
検
討
し
て
み
る
と
、
現
在
の

静
岡
県
三
島
市
内
の
常
林
寺
に
赴
い
た
際
に
坦
山
和
尚
の
偈
を
見
て
、
お
そ

ら
く
は

通
身
如
泡
沫
心
性
似
金
剛

と
あ
っ
た
こ
と
に
不
満
を
懐
か
れ
、

こ
れ
を

身
性
各
別
の
見

だ
と
見
た
こ
と
に
な
る
。

　

曹
洞
宗
で
は
道
元
禅
師

弁
道
話

の
説
示
を
根
拠
に
、
身
心
一
如
を

も
っ
て
仏
法
と
す
る
。
そ
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
坦
山
和
尚
の
主
著
で
あ
る

心
識
論

や

心
性
実
験
）

（
録

で
は
、
解
明
の
対
象
で
あ
る
心
識
・
心
性

に
入
れ
込
み
す
ぎ
て
い
て
、
し
か
も
、
西
洋
の
科
学
と
の
関
係
性
を
求
め
て

心
識
・
心
性
の
本
源
が
脳
髄
だ
と
断
定
し
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
我
々
の

全
身
の
位
置
付
け
は
極
め
て
曖
昧
と
な
る
危
惧
が
生
じ
る
。
先
の
坦
山
和
尚

の
偈
は
、
そ
の
危
惧
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

通
身
如
泡
沫

と
詠
ん
だ
た

め
、
批
判
を
免
れ
得
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
　

話
は
外
の
事
に
成
る
が
話
し
て
置
か
う
黒
田
様
に
も
話
た
が
黒
田
様
は

大
悟
の

漢
じ
や
と
云
は
れ
た
が
彼
の
慈
雲
律
師
の
記
か
れ
た
本
に
金

剛
圣
聞
解
と
云
ふ
が
あ
る
金
剛
圣
を
話
さ
れ
た
者
で
近
年
鴻
盟
社
か
ら

出
版
し
た
本
だ
其
の
本
の
中
に
云
く
般
若
波
羅
密
に
通
達
せ
ず
は
戒
を

発
得
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
戒
を
悟
た
の
で
な
い
大
悟
徹
底
せ
ば
一
切
の
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戒
に
は
反
か
ぬ
今
の
禅
僧
は
大
悟
を
唱
ふ
る
も
無
慚
無
愧
な

を
す
る

何
を
大
悟
徹
底
し
た
か
大
悟
徹
底
の
衲
僧
な
れ
ば
天
地
と
吾
と
同
根
萬

物
と
吾
と
一
体
で
あ
る
其
の
因
縁
一
体
の
者
が
何
を
自
と
し
何
を
他
と

し
て
殺
す
の
で
あ
る
盗
む
可
き
者
も
無
く
男
女
の
相
も
無
ひ
殺
す
可
く

盗
む
可
く
淫
す
可
き
者
を
見
ぬ
空
無
我
に
達
せ
ば
悪
と
し
て
為
す
べ
き

は
な
い
故
に
不
邪
婬
戒
不
偸
盗
戒
を
発
得
す
る
事
か
出
来
る
般
若
三
昧

に
通
達
せ
ば
一
切
戒
を
発
得
す
る
戒
法
発
得
が
出
来
ず
は
大
悟
の
人
で

な
い
（
七
九
丁
裏
〜
八
〇
丁
裏
）

　

ま
ず
、
黒
田
様

に
つ
い
て
、
丘
師
の

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講

話

に
は
、
浄
土
宗
の
黒
田
真
洞
上
人
（
一
八
五
五
〜
一
九
一
六
）
の
説
教

を
聞
い
）

（
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
交
流
が
あ
っ
た
と
理
解
出
来
よ
う
。

　

慈
雲
律
師
と
は
、
近
世
中
後
期
に
活
動
し
た
慈
雲
尊
者
飲
光
（
一
七
一
八

〜
一
八
〇
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

金
剛
圣
聞

解

で
あ
る
が
、
実
際
に
は

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
講
解

で
あ
り
、
鴻
盟

社
か
ら
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
。

　

丘
師
が
引
用
さ
れ
た

戒
の
発
得

に
つ
い
て
、
直
接
の
同
文
を
見
出
す

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
類
似
し
た
尸
羅
波
羅
蜜
な
ど
へ
の
提
唱
は
数
箇

所
見
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
意
識
し
た
も
の
か
。

　

な
お
、
大
悟
徹
底
を
戒
法
発
得
と
見
て
い
る
こ
と
の
方
が
、
む
し
ろ
慈
雲

尊
者
の
主
張
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。
慈
雲
尊
者
は

金
剛
経
講

解

に
お
い
て
、
大
悟
を
し
た
と
主
張
し
た
者
が
、
そ
の
後
無
碍
に
悪
行
を

重
ね
る
こ
と
を
批
）

（
判
し
つ
つ
、
本
来
は
戒
法
の
発
得
に
繋
が
る
と
し
た
。

　

明
治
時
代
以
降
、
僧
侶
の
結
婚
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
時
代
に
、
果
た
し

て
大
悟
徹
底
に
よ
る
戒
法
発
得
が
ど
れ
ほ
ど
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
か
不
明

で
あ
る
が
、
丘
師
が
こ
の
一
節
を
説
い
た
理
由
は
多
分
に
聴
衆
へ
の
激
励
の

意
図
も
あ
っ
た
も
の
か
と
拝
察
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
は
西
有
穆
山
禅
師
（
一

八
二
一
〜
一
九
一
〇
）
の
意
）

（
向
も
受
け
ら
れ
た
も
の
か
。

　

教
授
戒
文

は
、
菩
薩
戒
作
法

に
基
づ
い
た
伝
戒
式
、
あ
る
い
は
授

戒
会
の
中
で

教
授
道
場

で
教
授
師
が
読
誦
す
る
も
の
、
と
い
う
位
置
付

け
が
基
本
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
、
道
元
禅
師
の
頃
は
様
々
な

教
授
戒
文
（
あ
る
い
は

教
授

の
文
）
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
が
、
そ
れ
が
経
豪
禅
師

梵
網
経
略
抄

の
参
究
対
象
と
な
り
、
更
に
は
、
懐
弉
禅
師
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
た
こ
と
が

そ
の
ま
ま
伝
承
に
組
み
込
ま
れ
つ
つ

教
授
戒
文

と
し
て
書
写
さ
れ
、
ま

た
、
瑩
山
禅
師
の

教
授
文

へ
も
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

近
世
に
入
る
と
、
加
賀
大
乘
寺
二
六
世
の
月
舟
宗
胡
禅
師
に
よ
る
授
戒
会

（
禅
戒
会
）
の
再
興
な
ど
で

教
授
道
場

が
確
立
さ
れ
、
結
果
と
し
て

教
授
戒
文

読
誦
と
い
う
作
法
が
一
般
化
し
た
。

　

一
方
で
、
教
授
戒
文

自
体
は
、
決
し
て
容
易
な
内
容
で
は
な
く
、
宗

旨
と
の
関
連
性
が
重
ん
じ
ら
れ
る
文
献
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
授
戒
会
の

説
戒
の
時
に

教
授
戒
文

が
組
み
込
ま
れ
、
ま
た
、
教
授
戒
文

自
体

を
よ
り
適
切
に
学
ぶ
た
め
、
梵
網
経
略
抄

が
参
照
さ
れ
た

禅
戒
本

義

禅
戒
鈔

な
ど
も
編
集
さ
れ
、
巷
間
に
流
布
し
た
。

　

な
お
、
授
戒
会
に
お
け
る

教
授
道
場

に
つ
い
て
は
、
懺
悔
道
場



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

と
の
関
わ
り
を
見
る
必
要
も
理
解
で
き
た
が
、
本
論
で
は
採
り
上
げ
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
機
会
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　

近
世
の
万
仭
道
坦
禅
師
、
近
代
の
丘
宗
潭
老
師
の
批
判
に
も
見
え
た
よ
う

に
、
教
授
道
場

で
は

教
授
戒
文

を
た
だ
読
ん
で
終
わ
る
と
い
う
場

合
も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
教
授
戒
文

自
体
を
学
ぶ
よ
う
に
促
し
た

提
唱
が
筆
録
さ
れ
て
、
現
代
ま
で
伝
わ
っ
た
。

　

本
論
で
収
録
し
た
丘
師
の

提
唱
録

な
ど
は
、
そ
の
記
録
の
一
つ
で
あ

る
。
教
授
戒
文

を
学
ぶ
こ
と
は
、
宗
侶
自
身
は
、
自
ら
が
受
け
て
い
る

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
の
真
意
を
把
捉
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
更
に
、
授
戒

を
し
て
い
く
際
に
は
思
想
的
根
拠
と
も
な
る
。
本
論
が
、
教
授
戒
文

の

学
び
の
一
端
の
寄
与
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
以
上
と
し
て
お
き
た
い
。

（

）  

菅
原
二
〇
二
〇

（

）  

青
龍
一
九
六
九
、
佐
久
間
一
九
九
六
、
晴
山
一
九
九
八

（

）  

全
集
六

二
二
一
頁

（

）  

全
集
六

二
一
二
頁

（

）  

全
集
六

二
一
八
頁

（

）  

洞
上
室
内
儀
軌

所
収

（

）  

全
集
六

一
八
七
頁

（

）  

曹
全

禅
戒

四
〇
八
頁
上
段

（

）  

全
集
六

一
七
四
頁
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

三
大
尊
行
状
記

懐
弉
禅
師
章
、
曹
全

史
伝
（
上
）
一
四
頁
下
段
、

訓
読
は
筆
者

（

）  

全
集
六

一
七
六
頁
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

青
龍
一
九
六
九

（

）  

梅
山
和
尚
戒
法
論

奥
書
、
靣
山
古

雜
誌

二
三
丁
裏
〜
二
四
丁
表
、
訓

読
は
筆
者

（

）  

菅
原
二
〇
二
〇

（

）  

続
曹
全

禅
戒

所
収
本
を
参
照

（

）  

菅
原
二
〇
一
九
ａ

（

）  

続
曹
全

禅
戒

一
二
七
頁
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

続
曹
全

禅
戒

一
三
〇
頁
下
段
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

菅
原
二
〇
二
〇

（

）  

禅
戒
鈔

序

四
丁
表

（

）  

続
曹
全

清
規

四
七
三
頁
上
段

（

）  

続
曹
全

清
規

四
八
二
頁
下
段

（

）  

戒
会
直
檀
寮
指
南
記

一
三
丁
裏

（

）  

続
曹
全

清
規

四
八
八
〜
四
八
九
頁
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

続
曹
全

清
規

四
九
七
頁
下
段

（

）  

弘
戒
法
儀

授
戒
日
規

合
冊
本
参
照

（

）  

菅
原
二
〇
二
〇

（

）  

続
曹
全

法
語

四
五
〇
頁
下
段
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

永
平
寺
史
（
下
）
九
三
一
〜
九
四
二
頁
を
参
照

（

）  

続
曹
全

法
語

四
五
〇
頁
下
段
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

永
平
寺
史
（
下
）
九
三
四
頁
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

永
平
寺
史
（
下
）
九
三
三
頁
、
訓
読
は
筆
者

（

）  
曹
全

禅
戒

一
七
三
頁
下
段

（

）  
禅
戒
口
訣
或
問

一
八
丁
表

（

）  

菅
原
二
〇
一
八
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（

）  

曹
全

禅
戒

八
七
頁
下
段

（

）  

青
龍
一
九
六
九
、
佐
久
間
一
九
九
六

（

）  

佐
久
間
一
九
九
七

（

）  

青
龍
一
九
七
九

（

）  
本
多
一
九
九
九

（

）  
曹
全

禅
戒

四
五
五
頁
上
段

（

）  

続
曹
全

禅
戒

四
〇
二
頁
下
段

（

）  

続
曹
全

禅
戒

三
九
七
頁
下
段

（

）  

提
唱
録

五
四
丁
裏

（

）  

提
唱
録

五
三
丁
表

（

）  

細
川

講
話

一
三
一
頁

（

）  

本
多
一
九
九
九

（

）  

志
部
一
九
八
四

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

四
六
頁

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

六
二
頁

（

）  

通
仏
教
安
心

一
三
八
〜
一
四
五
頁

（

）  

倫
理
学
講
義

一
五
八
〜
一
六
一
頁

（

）  

原
坦
山
の
著
作
は

坦
山
和
尚
全
集

を
参
照
。
な
お
、
心
識
論

は
元
々
、

明
治
二
年
に
刊
行
さ
れ
た

時
得
抄

に
収
録

（

）  

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講
話

一
三
〇
頁

（

）  

金
剛
経
講
解

一
二
七
頁

（

）  

菅
原
二
〇
一
九
ｂ

・
靣
山
古

雜
誌

愛
知
学
院
大
学
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
・
禅
研
究
所
配
架

（
請
求
番
号
・

.
/

）

・
戒
会
直
檀
寮
指
南
記

愛
知
学
院
大
学
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
・
禅
研
究
所

配
架
（
請
求
番
号
・

.
/

）

・
禅
戒
口
訣
或
問

愛
知
学
院
大
学
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
・
禅
研
究
所
配
架

（
請
求
番
号

.
/

）

・
弘
戒
法
儀

授
戒
日
規

合
冊
本
、
刊
記
無
し
・
江
戸
期
版
本
と
推
定
、
弘
戒

法
儀

冒
頭
に

黄
檗
嗣
祖
沙
門
隆
琦
編
正

と
記
載
、
筆
者
所
持

・
万
仭
道
坦

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔

出
雲
寺
文
次
郎
・
明
治
一
四
年
版
、
筆
者
所
持

・
葛
城
慈
雲

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
講
解

鴻
盟
社
・
明
治
二
五
年
、
本
論
等
で
は

金
剛
経
講
解

と
略
記
。

・
矢
島
錦
蔵

倫
理
学
講
義

富
山
房
・
明
治
三
四
年

・
高
田
道
見

通
仏
教
安
心

仏
教
館
・
明
治
三
七
年

・
丘
宗
潭
提
唱

教
授
戒
文

提
唱
録

明
治
三
九
年
筆
録
、
筆
者
所
持
、
本
論
等

で
は

提
唱
録

と
略
記

・
原
坦
山
著
・
釈
悟
庵
編

坦
山
和
尚
全
集

光
融
館
・
明
治
四
二
年

・
曹
洞
宗
務
院
編

洞
上
室
内
儀
軌
（
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
・
教
授
戒
文
・
伝
法
室

内
式
）
曹
洞
宗
務
院
蔵
版
、
印
刷
年
次
不
明
、
筆
者
所
持

・
丘
宗
潭
提
唱
・
丘
球
學
編

曹
洞
宗
意
綱
要

鴻
盟
社
・
昭
和
四
年

・
丘
宗
潭
提
唱
・
岸
澤
惟
安
編

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講
話

鴻
盟
社
・
昭
和
六
年

・
曹
洞
宗
全
書

続
曹
洞
宗
全
書

曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
刊
。
引
用
や
参
照
時
に

は
、
曹
全

続
曹
全

と
略
記
し
、
巻
号
と
頁
数
・
段
数
の
み
で
示
し
た
。

・
丘
宗
潭
提
唱
・
細
川
道
契
編

洞
上
室
内
伝
法
口
訣
三
物
秘
弁
講
話

高
乘
寺
・
昭

和
二
四
年
、
本
論
等
で
は

細
川

講
話

と
略
記



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

・
永
平
寺
史
編
纂
委
員
会

永
平
寺
史

上
下
巻
、
大
本
山
永
平
寺
・
一
九
八
二
年

・
青
龍
宗
二
翻
刻

正
高
寺
本

禅
戒
游
刃

、
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集

一

〇
・
一
九
七
九
年
、
青
龍
一
九
七
九

・
佐
久
間
賢
祐

教
授
戒
文
鈔
源
攴

に
つ
い
て
（

）
翻
刻
、
曹
洞
宗
研
究
員

研
究
紀
要

二
八
・
一
九
九
七
年
、
佐
久
間
一
九
九
七

・
本
多
寛
尚

翻
刻
・
校
注

永
平
教
授
戒
文
辨
解

、
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年

報

一
〇
・
一
九
九
九
年
、
本
多
一
九
九
九

・
道
元
禅
師
全
集

全
七
巻
、
春
秋
社
、
引
用
時
に
は

全
集
○

○
○
頁
と
し
、

巻
数
・
頁
数
の
み
略
記
し
た
。

・
青
龍
宗
二

教
授
戒
文
に
つ
い
て
、
宗
学
研
究

一
一
・
一
九
六
九
年
、
青
龍
一

九
六
九

・
志
部
憲
一

洞
門
の
人
│
│
眼
蔵
会
歴
代
講
師
〈
二
〉
、
傘
松

昭
和
五
九
年
四

月
号
、
志
部
一
九
八
四

・
佐
久
間
賢
祐

教
授
戒
文

解
釈
の
系
譜
、
宗
学
研
究

三
八
・
一
九
九
六

年
、
佐
久
間
一
九
九
六

・
晴
山
俊
英

梵
網
経
略
抄

に
お
け
る
教
授
戒
文
に
つ
い
て
、
宗
学
研
究

四

〇
・
一
九
九
八
年
、
晴
山
一
九
九
八

・
菅
原
研
州

瞎
道
本
光

禅
戒
口
訣
或
問

の
研
究
、
禅
研
究
所
紀
要

四
六
・

二
〇
一
八
年
、
菅
原
二
〇
一
八

・
菅
原
研
州

万
光
道
輝
の
研
究
、
禅
研
究
所
紀
要

四
七
・
二
〇
一
九
年
、
菅
原

二
〇
一
九
ａ

・
菅
原
研
州

有
安
道
人

弾
僧
侶
妻
帯
論

と
有
安
老
人

対
客
一
話

に
つ
い
て

│
付
録

対
客
一
話

翻
刻
資
料
│
、
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要

六
六

－
二
・
三
合
併
号
・
二
〇
一
九
年
、
菅
原
二
〇
一
九
ｂ

・
菅
原
研
州

洞
門
授
戒
会
作
法
成
立
の
一
考
察
、
禅
研
究
所
紀
要

四
八
・
二
〇

二
〇
年
、
菅
原
二
〇
二
〇

 

　

本
論
に
附
録
し
た

提
唱
録

本
文
に
は
、
人
権
問
題
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ

る
語
句
等
が
見
ら
れ
た
。
閲
覧
・
参
究
の
場
合
に
は
、
差
別
等
に
繋
が
ら
な
い
よ

う
、
呉
々
も
ご
注
意
願
い
た
い
。

・
原
坦
山
を
批
判
し
た
箇
所
で
、
外
道
の
見

外
道
和
尚

と
用
い
て
い
る
。
外
道

と
は
本
来
、
仏
道
以
外
の
思
想
や
、
そ
の
思
想
の
信
奉
者
を
指
す
言
葉
で
あ
っ
た

が
、
後
に
は
道
に
外
れ
て
い
る
こ
と
を
侮
蔑
的
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
人
権
的
な
問

題
を
含
ん
で
い
る
。



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

※
凡
例

・
当
資
料
は
、
筆
者
所
持
の

丘
宗
潭
老
師

室
内
三
物
秘
辨

提
唱

所
収
の

教

授
戒
文

提
唱
分
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
解
題
は
本
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
丁
数
は

室
内
三
物
秘
弁

提
唱
分
に
続
く
数
と
な
っ
て
い
る
。

・
翻
刻
時
の
行
数
・
字
数
な
ど
は
原
典
に
従
っ
た
。

・【　

】
内
の
数
字
・
カ
ナ
で
丁
数
と
表
裏
を
略
記
し
た
。

・
漢
字
の
字
体
は
概
ね
原
典
に
従
っ
た
が
、
仮
名
は
変
体
仮
名
を
含
め
て
現
在
通
用

の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
為

成

可

な
ど
一
部
は
漢
字
の
ま
ま
表
記

し
た
。

・
踊
り
字
は
原
文
の
通
り
に
反
映
さ
せ
た
。

・
確
認
さ
れ
た
誤
字
は
翻
刻
文
の
下
部
に
指
摘
し
た
。

・
内
容
に
は
、
現
代
の
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
は
問
題
と
な
る
語
句
等
が
見
ら
れ
る

が
、
本
論
註
記
に
付
記
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

・
文
中
の
■
は
筆
録
者
の
塗
り
潰
し
。

【

オ
】

　
　

教
授
戒
文　
　

丘
老
師
提
唱

　
　
　

明
治
三
十
九
年
九
月
十
日
午
前

此
の
教
授
戒
文
は
中
々
に
六
か
敷
分
る
ま
い
け
れ
ど
も
大
切
な

な4

こ
と
だ
か
ら
ざ
つ
と
一
應
読
で
置
か
ふ
之
れ
は
禅
戒
を
御 

な
は
衍
字
か

開
山
様
が
二
代
孤
雲
様
に
授
け
ら
れ
た
其
れ
を
二
代
様
が
筆
記

さ
れ
た
物
だ
か
ら
取
も
直
さ
ず
我
宗
の
戒
で
あ
る
禅
戒
の
根
本
で

で4

あ
る
此
の
戒
文
を
分
け
て
二
と
な
す　

夫
諸
佛
大
戒
者
よ 

で
は
衍
字
か

り
聯
綿
於
古
今　ニ
に
至
る
迠
を
古
傳
を
述
べ
我
大
師
釈
迦

【

ウ
】

牟
尼
佛
陀
以
下
は
伝
来
の
様
子
を
述
ぶ
以
下
は
文
の
如
く
受
戒

で
あ
る
此
の
戒
は
諸
佛
の
大
戒
な
る
故
に
護
持
す
る
者
は
諸
佛

で
あ
る
超
越
於
三
際
と
は
此
れ
は
皆
に
は
分
る
ま
い
が
全
体
を

云
へ
ば
分
り
切
て
居
る
こ
と
だ
が
夫
れ
が
中
々
分
ら
ん
だ
授
戒
の

当
処
に
三
際
は
超
越
し
て
居
る
の
じ
や
志
を
堅
く
以4

て
居
れ
ば 

以
は
持
つ
の
誤
記

分
る
様
に
成
る
時
も
有
る
だ
ロ
ー
分
ら
ぬ
者
を
今
ま
無
理
に

分
か
ら
せ
よ
ー
と
す
る
の
は
柿
の
青
ひ
の
を
色
ま
せ
よ
ー
と
す
る

様
な
者
で
駄
目
だ
証
契
と
云
ふ
事
が
大
事
だ
此
の
禅
戒
を

【

オ
】

証
契
す
る
の
だ
証
契
だ
か
ら
ボ
ン
ヤ
リ
し
て
居
る
こ
と
で
な
い

今
日
の
者
は
此
の
証
契
と
云
ふ
こ
と
が
無
ひ
其
れ
だ
か
ら
超
越
於

三
際
の
時
が
分
ら
ん
証
契
即
通
す
る
と
三
際
と
云
ふ
者
は
既
に

無
ひ
の
じ
や
故
に
超
越
す
る
先
佛
は
証
契
即
通
せ
ら
れ
て
今
日
に

聯
綿
と
し
て
来
て
居
る
の
だ
其
を
師
匠
が
弟
子
を
得
て
今
将

付
授
す
と
戒
を
傳
へ
る
の
は
即
ち
佛
祖
傳
来
の
深
恩
に
酬
ゆ
る

の
で
あ
る
而
し
て
其
弟
子
を
得
て
傳
戒
す
る
の
目
的
は
人
天
眼

目
と
為
ヨ
ー
と
云
ふ
の
で
あ
る
若
し
傳
戒
の
者
と
て
眼
目
目
標

【

ウ
】

と
成
る
こ
と
が
出
来
な
ん
た
な
れ
ば
其
れ
は
弟
子
が
悪
い
の
だ



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

故
に
傳
戒
の
人
は
是
非
眼
目
と
成
ら
ね
ば
な
ら
ん
戒
は
佛
祖
の

慧
●牋

で
あ
る
故
に
此
の
戒
を
証
契
即
通
し
て
惠
命
を
断
絶

せ
ぬ
様
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
其
れ
に
は
順
序
と
し
て
懺
悔
を
す
る

の
で
あ
る
が
其
れ
は
先
佛
の
證
明
を
仰
が
ね
ば
成
ら
ぬ
の
で
あ
る

懺
悔
の
文
は
云
は
な
く
と
も
分
て
居
る
だ
ロ
ー
か
ら
止
め
と
し
て
置

こ
う
既
に
佛
祖
の
證
明
を
仰
で
懺
悔
を
す
る
其
れ
は
身
口

意
の
三
業
の
垢
を
浄
除
と
拭
ひ
取
る
の
だ
口
で
懺
悔
の
文
を
べ
ら

【

オ
】

べ
ら
と
し
や
べ
る
と
云
ふ
事
で
は
無
ひ
心
に
浄
除
と
云
ふ
こ
と
が

無
く
ば
何
に
も
な
ら
ぬ
其
の
垢
を
拭
ひ
取
る
の
は
懺
悔
の
力
で
出

来
る
の
だ
又
た
佛
祖
の
證
明
に
依
て
明
了
と
成
る
の
で
あ
る
先

佛
万
祖
方
を
証
人
に
立
て
る
の
で
あ
る

一
体
三
宝
と
は
三
寶
と
云
ふ
か
は
な
れ
ど
も
一
の
上
の
三
寶
だ
真

如
の
一
体
に
三
宝
が
あ
る
真
如
を
佛
宝
と
も
法
宝
と
も
僧
宝
と

も
云
ふ
故
に
一
体
三
宝
と
云
ふ
の
だ
此
の
一
体
の
三
宝
は

れ
ざ
る
上
の

話
で

れ
た
の
が
現
前
三
宝
で
あ
る
之
を
未
来
際
に
傳
へ
て
行
く
の

【

ウ
】

が
住
持
三
宝
で
あ
る
此
の
三
つ
の
三
宝
は
一
の
眞
如
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
一
切
の
佛
と
云
ひ
諸
の
菩
薩
と
云
も
悉
く
自
己
の
佛
性
の

現
だ
別
物
は
無
ひ
即
ち
真
如
一
体
の

れ
た
の
だ
阿
耨
多

三
藐
三
菩
提
是
れ
が
佛
法
で
あ
る
是
れ
が
清
浄
離
塵
で
あ

る
理
事
和
合
し
て
水
と
波
の
如
く
成
る
之
れ
が
僧
宝
だ
現
前

証
菩
提
と
は
釈
尊
を
表
準
と
し
て
あ
る
の
で
あ
る
然
れ
ば

先　のは
不
現
前
の
三
宝
で
今
度
の
が
現
前
三
宝
だ
現
と
不
現

其
れ
𠀋
け
の
相
違
で
あ
る
或
転
海
藏
と
は
此
れ
は
華
厳

【

オ
】

経
の
こ
と
を
云
ふ
の
で
彼
の
華
厳
經
は
大
部
分
龍
宮
海
に

藏
て
居
る
故
に
海
藏
と
云
ふ
の
だ
印
度
で
は
貝
葉
に
書
て

傳
た
故
に
云
ふ
の
で
是
れ
等
は
尽
く
法
宝
で
あ
る
彼
の
一
体

眞
如
の
不
現
前
の
三
宝
が
世
尊
に
依
て
現
前
し
た
の
で
あ
る

誠
に
文
が
順
序
能
く
出
来
て
居
る
此
の
様
な
こ
と
は
理

屈
で
は
無
ひ
の
だ
全
く
皈
依
す
る
時
で
無
く
ば
分
ら
ぬ
或
は

天
上
或
は
人
間
塵
中
虚
空
海
藏
に
轉
じ
貝
葉
に
轉

じ
種
々
な
る
方
面
よ
り
今
日
に
傳
へ
来
て
居
る
此
れ
が
住
持

【

ウ
】

三
宝
で
あ
る
如
是
真
如
に
皈
依
す
る
処
於
て
戒
を
得
る
事

が
出
来
る
の
だ
佛
為
師
不
師
餘
道
此
の
决
心
が
必
用
だ

此
の
処
に
於
て
一
体
三
宝
を
証
得
す
る
事
が
出
来
る
の
だ

一
体
三
宝
を
悟
る
の
が
現
前
三
宝
だ
此
れ
を
長
く
護
持
し

て
行
く
の
が
住
持
三
寶
だ
然
れ
ば
一
の
者
を
三
に
別
た
の
で
三
は

別
で
は
無
ひ
の
だ
中
〻
分
ら
ぬ
故
に
話
し
て

す
の
だ
禅
戒

抄
な
と
に
は
色
〻
と
書
て
あ
る
が
沢
山
書
け
ば
書
く
程
分
り

悪
く
な
る
宗
門
で
は
禅
戒
と
云
ふ
て
禅
定
と
戒
が
一　つで
あ

【

オ
】

る
一
体
の
三
名
佛
の
法
報
応
三
身
は
即
一
身
と
云
ふ
如
く
名

を
換
へ
た
ま
で
ヽ
禅
定
と
戒
法
は
一
つ
じ
や
馬
祖
下
の
維



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

淸
禅
師
曰
く
無
上
菩
提
身
に
蒙
ら
し
む
る
を
戒
と
云

ひ
心
に
蒙
ら
し
む
る
を
定
と
云
ひ
口
に
蒙
ら
し
む
る
を
惠
と

云
ふ
と
云
は
れ
た
此
れ
は
慶4

徳
傳
燈
録
に
出
て
居
る
語
だ 

景
の
誤
記

が
此
の
語
に
依
れ
ば
身
口
意
に
掛
け
て
戒
定
惠
の
三
を
別

た
の
で
実
は
一
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
明
ら
か
で
あ
ロ
ー
故
に
我
宗

で
は
衆
生
本
有
の
佛
性
を
戒　と云
ふ
の
だ
故
に
名
け
て
三
昧

【

ウ
】

王
三
昧
と
云
ふ
の
だ
三
昧
は
佛
性
三
昧
だ
身
に
於
て
は
戒
と

云
ひ
心
に
於
て
は
定
三
昧
と
云
ふ
師
資
面
授
傳
戒
す
る
上
に

於
て
其
の
道
理
は
あ
る
古
人
は
嗣
法
の
み
で
傳
戒
せ
な
ん
だ
人

も
あ
る
然
し
傳
戒
は
不
必
用
じ
や
と
云
ふ
の
で
は
無
ひ
古
人
に
あ

る
故
に
云
ふ
て
置
く
ま
で
じ
や
此
れ
は
変
法
で
あ
る
面
授
の
時

に
師
の
佛
性
と
資
の
佛
性
と
は
二
面
な
い
の
だ
か
ら
嗣
法
の
み
有

て
傳
戒
が
無
く
と
も
法
に
於
て
相
違
は
無
ひ
証
契
即
通

の
時
に
あ
る
の
だ
師
資
の
佛
性
相
照
し
て
中
に
影
象
は
無

【

オ
】

い
の
だ
然
れ
ど
も
傳
戒
の
儀
式
を
行
ふ
て
傳
へ
る
と
云
ふ
の
が

正
式
で
あ
る
上
三
物
秘
弁
に
於
て
云
ふ
た
通
り
吾
宗
の
戒

は
佛
性
戒
じ
や
佛
性
に
何
の
防
非
止
悪
が
あ
る
防
非
止
悪

な
ぞ
と
の
み
云
ふ のは
戒
を
知
ら
ぬ
連
中
が
云
ふ
の
で
甚
だ
当

ら
ぬ
佛
性
戒
の

る
処
に
自
ら
防
非
止
悪
の
儀
も
有
ロ
ー
が

佛
性
戒
其
者
は
防
非
止
悪
で
は
無
い
の
だ
佛
と
は
佛
性
真

如
だ
八
万
の
寶
藏
も
佛
性
真
如
を
説
た
者
じ
や
此
の
佛
性

真
如
を
學
ふ
者
を
僧
と
云
ふ
懺
悔
と
は
何
ぞ
普
通

【

ウ
】

で
は
悪
を
止
め
る
と
云
ふ
が
吾
門
で
は
煩
惱
即
菩
提
佛
性

に
通
達
す
る
の
だ
一
切
佛
性
だ
一
切
の
煩
惱
は
真
如
で
あ

る
佛
性
以
外
の
者
は
一
物
と
し
て
止
む
可
き
悪
が
無
い
達

磨
大
師
は
佛
性
を
悟
る
を
戒
と
名
く
と
云
ふ
て
御
座
る
佛

性
の
上
に
二
百
五
十
戒
も
比
丘
尼
の
五
百
戒
も
三
千
の
威
儀

も
八
万
の
細
行
も

る
の
だ
佛
性
三
昧
で
あ
る
宗
門
よ
り

云
ふ
と
一
と
し
て
小
乗
律
は
無
ひ
三
藐
三
菩
提
の
法
で
あ
る

一
切
の
戒
は
佛
性
の
威
儀
だ
此
の
所
謂
を
述
る
の
が
三

【

オ
】

聚
浄
戒
十
重
禁
戒
で
あ
る
の
だ　

摂
律
儀
戒　

摂
と
は
ヲ

サ
メ
ル
の
義
で
此
の
摂
律
儀
戒
の
内
に
二
百
五
十
戒
も
五
百

戒
も
三
千
の
威
儀
も
八
万
の
細
行
も
摂
て
居
る
の
だ
故
に
文

に
法
律
の
根
源
と
云
ひ
窟
宅
と
云
ふ
て
あ
る
沢
山
の
法
律

は
皆
な
佛
性
の
上
に
集
て
居
る
衆
生
本
有
の
佛
性
が
八
万

の
法
藏
と
成
る
の
じ
や
佛
法
律
の
根
源
で
あ
る
佛
性
と
は

如
何
な
る
こ
と
ぞ
停
心
意
識
之
運
轉　ヲ
止
念
想
観
之
測

量
莫
図
作
　
ト

と
云
ふ
処
が
佛
性
三
昧
だ
此
の
佛
性
三
昧

【

ウ
】

よ
り
八
万
の
寶4

藏
も

現
す
る
の
だ
普
通
摂
律
儀
戒 

法
の
誤
記
か

と
云
へ
ば
一
切
の
悪
ひ
事
は
為
る
で
無
い
と
云
ふ
の
だ
が
御
開

山
は
諸
悪
は
莫
作
じ
や
と
云
は
る
ヽ
諸
悪
は
実
想4

だ
莫 

相
の
誤
記



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

作
で
あ
る
故
に
一
切
の
諸
悪
が
法
律
の
根
源
だ
量4

見
違 

了
の
誤
記

し
て
は
成
ら
ぬ
諸
悪
莫
作
の
巻
を
見
て
能
く
〳
〵
参
究
す

る
が
能
い
但
馬
の
出
石
の
見
性
寺
の
幽
蘭
和
尚
は
此
の

摂
律
儀
戒
の
下
に
側
耳
清
風
開
眼
目
と
云
ふ
句
を
付
け

ら
れ
た
幽
蘭
和
尚
の
境
界
の
洒
落
な
る
処
が
見
へ
る
様
だ

【

オ
】

第
二
摂
善
法
戒　

此
の
戒
は
文
に
有
る
如
く
能
行
所
行
で

行
ふ
た
り
行
は
れ
た
り
す
る
の
だ
此
れ
が
阿
耨
多

三
藐
三

菩
提
の
法
だ
三
千
の
威
儀
も
布
施
愛
語
も
能
行
の
人
も
所

行
の
法
も
阿
耨
菩
提
じ
や
初
中
後
共
に
別
は
無
ひ
此
の
摂
善

法
界4

の
下
に
幽
蘭
和
尚
は
到
得
皈
来
無
別
事
と
句
を 

戒
の
誤
記

付
け
ら
れ
た
平
生
底
の
左
之
右
之
仕
事
■
が
摂
善
法
戒

じ
や
洗
面
の
時
も
當
願
衆
生
だ
入
浴
の
時
も
当
願
衆
生
だ

三
宝
礼
拜
の
時
も
當
願
衆
生
だ

【

ウ
】

㐧
三
摂
衆
生
戒　

衆
生
教
化
と
は
超
凡
越
聖
の

が
教

化
だ
自
他
を
觧
脱
す
る
処
に
教
化
し
尽
し
て
居
る
の
だ
普

通
教
化
と
云
へ
ば
説
教
で
も
し
て
色
〻
云
ふ
て

か
せ
る
こ
と

を
教
化
と
云
ふ
が
宗
門
の
は
大
に
異
て
居
る
昨
日
三
嶋
へ
行

た
ら
常
林
寺
に
坦
山
和
尚
の
偈
が
有
た
彼
れ
は
滑
稽
和

尚
で
あ
る
曰
く
通
身
如
泡
沫
心
性
似
金
剛
石
火
電
光

裡
坦
然
常
寂
相
と
書
て
有
た
我
慢
が
見
へ
る
偈
は
人

格
が
見
え
る
大
切
な
者
だ
面
山
和
尚
の
偈
に
曰
く
我
れ
に

【

オ
】

大
力
量
あ
り
風
吹
ば
即
ち
倒
る
と
身
境
一
枚
で
あ
る
至

た
者
だ
坦
山
和
尚
は
身
性
各
別
の
見
外
道
の
見
た
此
の

様
な
外
道
和
尚
が
有
難
と
は
訳
の
分
ら
ぬ
話
だ
ジ
ヤ
ン
顔

に
女
が
戀
れ
て
命
を
捨
て
る
位
だ
か
ら
其
れ
も
仕
方
が

無
ひ
今
ま
は
坦
山
和
尚
の
様
な
こ
と
で
は
な
い
其
の
様
な
見

を
起
し
て
は
成
ら
ぬ
、
凡
を
超
へ
聖
を
越
へ
自
他
脱
落
の
話

だ
大
千
沙
界
海
中

一
切
聖
賢
如
電
拂
と
証
道
歌

に
は
有
る
大
千
沙
界
海
中

だ
か
ら
人
法
共
に

だ
此
の
時

【

ウ
】

は
大
千
沙
界
と
共
に

聖
尽
く
済
度
し
尽
し
て
居
る

聖

を
觧
脱
し
た
時
に
一
切
衆
生
界
を
教
化
し
尽
し
た
の
だ

或
る
人
が
私
に
問
ふ
た
経
中
に
は
釈
尊
で
も
弥
陀
で
も
一
切

衆
生
を
済
度
し
尽
さ
す
ば
正
覚
を
取
ら
ず
と
云
ふ
て
あ

る
が
其
れ
で
も
二
尊
共
佛
と
成
て
御
座
る
虚
言
を
云
ふ

た
の
で
す
か
ド
ー
か
と
問
た
故
に
私
は
答
へ
て
御
前
迷
ふ

て
居
る
の
が
佛
は
教
化
し
尽
し
て
御
座
る
の
だ
迷
ふ
の
は
自

分
が
悪
ひ
凡
聖
を
超
越
し
自
他
を
觧
脱
す
る
時
衆
生

【

オ
】

は
教
化
し
尽
さ
れ
て
居
る
大
悟
徹
底
の
時
に
迷
者
は
見
え
ぬ

と
云
ふ
て
遣
た
大
智
様
は
欲
度
衆
生
無
衆
生
と
云
ふ
て

御
座
る
虚
言
じ
や
と
思
ふ
た
ら
衆
生
界
の
源
底
を
尽
し
て

見
る
が
能
い
幽
蘭
和
尚
が
此
の
偈
を
摂
衆
生
戒
の
下
に
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引
て
句
を
付
ら
れ
た
禅
戒
本
義
曰
経
豪
鈔
曰
三
聚
浄

戒
は
皆
な
此
れ
阿
耨
夛

三
藐
三
菩
提
な
り
又
曰
一
実
相

の
功
徳
を
三
度
に
説
之
と
心
得
な
り
此
れ
諸
悪
莫
作
じ
や

一
実
相
律
義
じ
や
十
重
禁
戒
も
実
相
の
律
儀
で
あ
る
八
万
の

【

ウ
】

細
行
も
実
相
の
律
儀
で
あ
る
宗
門
傳
戒
の
模
様
は
此
の
通

り
だ
経
豪
様
は
阿
耨
夛

三
藐
三
菩
提
な
り
と
説
れ

て
あ
る
一
切
の
奉
行
は
此
れ
修
善
な
り
善
悪
無
記
の
善

に
非
ず
故
に
阿
耨
夛
羅
三
藐
三
菩
提
の
法
で
あ
る
衆

生
の
悉
有
は
皆
な
佛
性
だ
か
ら
三
度
説
く
な
り
と
云
ふ

の
だ
吾
門
で
は
参
學
の
堂
奥
に
至
る
時
傳
戒
を
許

す
と
云
ふ
の
が
御
定
り
じ
や
御
開
山
は
身
心
脱
落
の
時
に
如

浄
様
か
ら
此
の
戒
を
得
ら
れ
た
の
だ

【

オ
】

十
重
禁
戒

此
れ
も
阿
耨
夛
羅
三
藐
三
菩
提
の
法
を
十
度
説
く
と
心
得

べ
し
此
の
様
な
明
文
は
無
い
が
三
聚
浄
戒
の
処
に
あ
る
故
に
一

性

を
十
度
説
く
と
見
て
差
支
は
無
い
自
性
の

妙
を
異
名

を
以
て
十
度
説
く
の
で
あ
る
と
万
仭
和
尚
は
達
磨
の
一
心
戒

に
云
は
れ
た
然
れ
ば
十
重
禁
戒
は
正
し
く
異
名
を
以
て

自
性

妙
と
十
度
説
く
の
で
あ
る
太
祖
様
の
所
で
は
心

地
に
非
無
き
自
性
戒
と
あ
り
非
と
は
是
非
の
非
に
非
ず
然

【

ウ
】

れ
ば
如
何
不
止4

善
不
止4

悪
じ
や
果
に
対
せ
ず
し
て
照
し
自
に
触 

思
の
誤
記
か

れ
ず
し
て
知
る
此
れ
自
性
戒
だ
之
れ
は
理
屈
で
は
■
い
か
ぬ
待

對
を
絶
し
た
る
を
果
に
対
せ
ず
し
て
照
す
と
云
ふ
の
だ
妄
想

す
る
な
と
其
の
様
な
事
て
は
駄
目
だ
縁
に
対
せ
ず
し
て
自

心
に
徹
底
し
た
時
に
真
に
分
る
の
じ
や
其
れ
を
六
祖
檀4

経
に
は 

壇
の
誤
記

心
地
無
相
戒
と
云
ふ
て
あ
る
縁
に
対
せ
す
し
て
照
す
自
に
觸

れ
す
し
て
知
る
此
れ
無
相
戒
じ
や
禅
戒
本
義
で
は
三
聚

浄
戒
は
皆
な
此
れ
阿
耨
夛

三
藐
三
菩
提
な
り
又
曰
く
一

【

オ
】

実
相
の
功
徳
を
三
度
説
く
な
り
と
心
得
る
な
り
と
云
ひ
佛
の
處

で
は
十
重
禁
戒
三
聚
浄
戒
じ
や
達
广
の
下
で
は
自
性

妙

じ
や
廓
然
無
聖
じ
や
不
識
じ
や
六
祖
に
至
て
は
無
相
戒
じ
や
御

開
山
の
處
に
来
て
は
一
実
相
の
功
徳
系
統
が
チ
ヤ
ン
ト
定
て

居
る
壁
観
三
昧
無
相
戒
一
実
相
の
功
徳
十
重
禁
戒
三

聚
浄
戒
異
名
澤
山
あ
る
が
佛
性
戒
の
一
だ
皆
な
禅
戒

本
義
を
求
め
て
見
る
が
善
ひ
本
義
は
文
が
簡
に
し
て

明
か
じ
や
禅
戒
鈔
は
ダ
ラ
〳
〵
し
て
居
る
却
て
分
り
悪
ひ
今

【

ウ
】

頃
の
衆
は
禅
戒
本
義
あ
る
こ
と
も
知
ら
ぬ
人
が
夛
い

第
一
不
殺
生　

之
れ
は
一
心
戒
に
自
性

妙
於
常
住
法
中
断

滅
の
見
を
生
せ
ず
名
け
て
不
殺
生
戒
と
云
ふ
と
あ
る
此
の

達
磨
の
一
心
戒
よ
り
觧
せ
ば
自
性

明
妙
常
住
と
云
ふ
か

ら
動
か
ぬ
事
の
様
に
思
ふ
で
あ
ロ
ー
が
常
住
と
は
空
無



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

我
と
云
ふ
こ
と
だ
自
性

妙
は
空
無
我
だ
空
無
我
法
に
徹

底
せ
は
殺
す
べ
き
者
は
無
ひ
断
滅
の
見
を
起
し
て
は
成
ら
ぬ

空
無
我
法
に
於
て
何
を
魚
と
し
何
を
獣
類
と
し
て
殺
す
の

【

オ
】

じ
や
断
滅
の
見
の
起
る
可
き
筈
は
無
ひ
殺
す
べ
き
者
の
見
へ

る
内
は
空
無
我
に
達
し
て
居
ら
ぬ
の
だ

引
き
よ
せ
て
結
べ
ば
柴
の
庵
な
り
觧
く
れ
ば
元
の
野
原
な
り
け
り

一
切
の
法
は
庵
で
あ
る
日
露
の
戦
争
を
見
る
戦
て
居
る
最

中
は
一
生
懸
命
命
の
交
換
我
慢
の
張
り
合
で
有
る
戦
争

に
実
性
が
有
た
様
で
有
た
が
小
林
男

4

4

4

ト
ウ
イ
ツ
テ
の
一
言
の 

小
村
男
爵
の
誤
記
か

講
話4

で
満
州
の
埜
に
徳
風
颯
々
じ
や
其
の
徳
風
も
講
和 

和
の
誤
記

の
出
来
さ
る
先
き
は
醒
風
颯
々
で
有
た
我
見
あ
る
時
に
殺
す

【

ウ
】

の
だ
若
し
戦
争
に
実
性
実
体
あ
る
な
れ
ば
中
〻
講
和
は
出
来

ぬ
我
見
の
張
り
合
の
時
戦
争
は
行
な
は
る
自
性
無
我
性
に
徹

底
せ
ば
殺
す
べ
き
者
は
無
ひ
断
滅
の
見
を
起
し
様
は
な
い
此

の
無
我
性
に
徹
底
し
た
の
を
名
け
て
不
殺
生
戒
と
云
ふ
の

た
普
通
不
殺
生
戒
と
云
へ
は
甲
乙
を
立
て
ヽ
云
ふ
事
不
徳

義
で
あ
る
か
ら
殺
す
で
無
ひ
ぞ
と
云
ふ
の
だ
が
今
は
自
性

無
我
法
に
達
す
る
か
ら
殺
す
べ
き
者
が
無
ひ
此
の
自
性

妙
に
徹
し
た
の
を
不
殺
生
戒
と
云
ふ
の
だ
御
開
山
様
は
諸

【

オ
】

悪
莫
作
巻
に
曰
く
諸
悪
莫
作
ト
オ
コ
ナ
ヒ
モ
テ
ユ
ク
諸

悪
ス
デ
ニ
ツ
ク
ラ
レ
ス
ナ
リ
ユ
ク
ト
コ
ロ
ニ
と
御
示
し
に
成
て
居

る
之
れ
一
切
法
空
無
我
性
に
通
達
す
る
か
ら
で
あ
る
喩
へ
ば

草
を
根
か
ら
引
き
抜
て
取
る
様
な
者
だ
此
の
戒
を
持
て
ば
無

量
永
劫
に
殺
す
べ
き
者
は
無
い
常
住
の
法
に
通
達
せ
ば
殺

す
べ
き
こ
と
は
出
来
ぬ
の
だ
普
通
の
不
殺
生
戒
の
説
き
方
で

は
草
を
芽
だ
け
切
り
取
た
様
な
者
だ
何
時
芽
が
出
て

本
の
通
り
に
成
る
か
分
ら
ぬ
危
険
千
万
じ
や
今
ま
は
一
心
戒

【

ウ
】

を
戒
文
に

し
た
の
だ
衆
生
の
生
命
は
殺
さ
れ
ぬ
殺
す
可
き
生

命
は
無
ひ
文
に
生
命
不
殺
と
あ
る
が
殺
さ
ず
と
云
ふ
の
で
は
無
ひ

不フ

殺セ
ツ

じ
や
不
殺
の
處
に
於
て
空
無
我
法
な
る
佛
種
は
増
長

す
る
自
性

妙
の
佛
種
増
長
じ
や
莫
殺
と
は
莫
作
と
同

じ
殺
す
べ
き
も
の
は
無
い
の
じ
や
此
の
戒
の
持
て
る
処
殺
生
は
出

来
ぬ
此
の
戒
の
有
る
處
一
切
の
戒
法
が
持
て
る
の
だ
普
通
の
様
に

道
徳
的
に
説
く
戒
法
で
は
危
険
で
な
ら
ぬ
吾
が
禅
戒
で
は
自

性

妙
に
徹
す
る
故
に
大
𠀋
夫
た
譬
て
佛
戒
は
天
子
の
行

【

オ
】

幸
の
如
し
と
禅
戒
編
に
書
て
あ
る
佛
戒
の
行
へ
る
処
に
一
切
戒

悉
く
行
へ
る
の
だ
此
の
様
に
戒
を
行
ふ
處
は
余
門
に
は
無
ひ

吾
門
の
特
色
で
あ
る
或
宗
で
は
戒
は
威
儀
じ
や
な
ど
ヽ
云

ふ
て
居
る
大
ソ
ー
ナ
違
い
じ
や
今
は
一
切

妙
無
我
法
に

通
達
せ
ず
ば
佛
者
と
は
云
は
せ
ぬ
今
ま
一
つ
心
得
る
べ
き
こ
と
は

輕
重
を
分
つ
こ
と
で
あ
る
普
通
人
を
殺
す
を
重
と
し
人
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以
外
の
動
物
を
輕
し
と
し
又
た
動
物
で
も
龍
と
か
象
と
か

牛
馬
を
殺
す
を
重
し
と
し
小
虫
を
殺
す
を
軽
と
し
如
斯

【

ウ
】

軽
重
を
付
け
る
の
が
普
通
じ
や
が
宗
門
の
殺
生
戒
に
は
軽
重

は
無
ひ
の
だ
一
切
無
我
法
に
通
達
す
る
故
に
一
切
法
の
上
に
付
て

殺
す
べ
き
者
は
無
ひ
宝
積
経
に
出
て
居
る
事
だ
が
文
殊

が
剱
を
抜
て
佛
に
向
た
佛
問
ふ
て
曰
く
何
を
か
為
す
文
殊

曰
く
佛
を
殺
さ
ん
と
欲
す
佛
曰
汝
ぢ
殺
す
べ
き
佛
身
を
見

る
や
と
云
は
れ
た
言
下
に
文
殊
剱
の
藏
め
処
が
無
か
つ
た
て

困
た
と
あ
る
不
殺
生
戒
は
此
の
處
じ
や
文
殊
は
閉
口
し
て

仕
舞
た
虱
が
居
る
と
思
ふ
か
ら
殺
す
魚
が
居
る
と
思
ふ

【

オ
】

か
ら
漁
す
る
一
切
法
は
無
性
一
切
法
は
無
我
一
切
法
は
無
相
と

徹
底
せ
ば
汝
何
を
か
殺
す
汝
殺
す
べ
き
佛
身
を
見
る
や

如
是
禅
戒
を
授
戒
す
る
の
だ
か
ら
難
有
の
だ
此
の
無
相
の

戒
に
は
一
切
の
戒
と
し
て
含
ま
ざ
る
こ
と
は
無
い
故
に
能
所

を
見
て
殺
す
な
と
云
ふ
様
な
浅
薄
の
話
で
は
無
い
の
だ
先

づ
之
れ
位
で
置
か
う
長
〻
敷
沢
山
に
云
へ
は
云
ふ
程
分
ら

無
く
な
る
か
ら

㐧
二
不
偸
盗　

今
朝
云
ふ
た
様
な
こ
と
を
十
辺
云
ふ
だ
け

【

ウ
】

の
こ
と
で
別
な
こ
と
で
は
な
い
此
の
不
偸
盗
戒
の
元
に
夛
く

三
輪
清
浄
無
所
希
望
諸
佛
同
道
也
と
あ
る
が
此
れ
は

心
境
如
々
觧
脱
門
開
也
と
仕
た
方
が
能
い
何
れ
も
開
て
見

れ
ば
一
つ
事
だ
が
矢
張
心
境
如
々
と
仕
た
方
が
能
い
之
れ
は

講
釈
せ
ぬ
で
も
善
ひ
様
な
事
だ
自
性

妙
於
不
可
得

法
中
不
起
可
得
念
為
不
偸
戒
と
あ
る
一
切
の
法
は
不
可
得

の
法
だ
一
法
と
し
て
得
べ
き
も
の
は
無
ひ
然
る
を
凡
夫
は
得
べ
き

者
が
あ
る
様
に
思
ふ
不
可
得
の
法
中
に
可
得
の
念
を
起
せ
は

【

オ
】

佛
性
に
犯
す
法
に
反
く
何
を
者
と
し
て
盗
む
の
で
あ
る
盗
む

べ
き
者
は
認
め
ら
れ
ぬ
然
る
を
有
と
し
て
可
得
の
念
を
起
す

是
を
偸
盗
と
云
ふ
の
だ
白
隱
和
尚
曰
く
有
り
と
見
て
無

き
は
常
な
り
水
の
月
一
切
の
法
は
皆
な
水
中
の
月
だ
其
の

様
子
を
前
に
は
心
境
如
々
觧
脱
門
開
と
云
は
れ
た
の
だ
如
は

空
に
名
く
る
の
で
盗
む
者
も
盗
ま
れ
る
者
も
空
無
我
性
だ

繋
縛
は
無
い
觧
脱
門
は
常
に
開
て
居
る
一
切
の
物
に
あ

り
と
云
ふ
自
性
の
念
を
生
ず
る
故
に
殺
す
心
も
起
れ
は
盗
む

【

ウ
】

心
も
起
る
の
だ
大
燼
に
明
文
が
あ
る
如
是
に
授
持
す
る
の
が

佛
戒
の
持
ち
方
で
あ
る

㐧
三
不
貪
婬  

普
通
で
は
僧
侶
は
不
貪
婬
戒
で
在
家

の
者
は
不
邪
婬
戒
と
云
ふ
の
が
定
り
た
が
佛
戒
か
ら
云
ふ
と

出
家
在
家
共
に
不
貪
婬
戒
で
あ
る
愛
の
念
を
起
さ
ず

と
は
如
何
円
覚
経
曰
一
切
諸
法
皆
眞
如
無
男
女
相

無
自
他
相
無
犯
無
持
名
眞
持
戒
と
あ
る
之
れ
を
無
着



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

と
云
ふ
の
だ
一
切
の
法
は
真
如
の
相
で
あ
る
愛
着
の
念
の
起

【

オ
】

る
べ
き
相
は
無
い
三
輪
空
着4

じ
や
男
女
の
二
葉
は
氷
と
水
の 

寂
の
誤
記

如
し
一
切
の
法
は
諸
佛
同
道
じ
や
如
是
男
女
の
相
に
達
観
す
る

を
不
貪
婬
戒
と
云
ふ
円
覚
経
の
中
に
安
臺
車
と
云
ふ
女
が

有
た
此
の
女
常
に
智
見
も
行
も
勝
れ
て
居
る
舍
利
弗
が
其

の
女
を
見
て
男
な
れ
ば
能
か
ロ
ー
に
惜
ら
く
は
女
じ
や
と
云
ふ

た
女
曰
く
我
十
四
五
年
来
男
女
の
相
を
求
む
る
に
不
可
得

舍
利
弗
黙
然
た
り
と
あ
る
舍
利
弗
も
大
に
閉
口
し
て

仕
舞
た
三
輪
清
浄
と
し
て
男
女
の
相
は
不
可
得
だ
如

【

ウ
】

是
に
男
女
の
相
に
達
観
す
る
を
不
貪
婬
戒
と
云
ふ
の
だ
一

言
に
し
て
十
重
禁
戒
を
云
へ
ば
一
切
の
法
は
無
我
空
無
性
無

相
じ
や
梵
網
経
に
は
一
戒
光
明
と
云
ふ
て
あ
る
佛
性
の
一

戒
だ
有
に
非
ず
無
に
非
ず
諸
佛
の
本
源
行
菩
薩
道

の
本
源
だ
本
源
と
云
へ
ば
又
別
物
が
あ
る
様
に
思
ふ
だ
ロ

ー
が
走
ー
で
無
い
佛
が
本
源
で
あ
る
佛
性
法
性
の
こ
と
だ

第
四
不
忘4

語　

如
是
難
有
甚
深
の
戒
を
知
ら
ず
に
道
德 

妄
の
誤
記

話
に
し
て　仕舞
ふ
て
は
勿
体
無
い
自
性

妙
不
可
説

【

オ
】

法
中
不
説
一
字
為
不
妄
語
戒
と
一
心
戒
に
あ
る
何
に
も
ぺ
ち
や
〳
〵

と
し
や
べ
る
こ
と
は
無
ひ
し
や
べ
る
事
の
あ
る
は
一
切
法
に
自
性
を
認

め
る
か
ら
だ
一
切
法
空
に
通
ず
れ
ば
説
く
可
き
者
は
無
い

不
止4

善
不
止4

悪
だ
古
人
曰
く
這
裡
是
何
の
所
在
ぞ
有 

思
の
誤
記

と
説
き
無
と
説
■
く
夢
を
見
て
居
る
の
だ
夢
を
見
る

と
色
〻
と
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
魯
祖
僧
の
来
る
有
れ
ば
面
壁

す
魯
祖
の
面
壁
は
不
妄
語
だ
薬
山
久
し
く
陞
座
せ
ず
〈
云

云
〉
の
薬
山

4

座
の
話
も
皆
な
不
妄
語
戒
だ
法
輪
本
転
般
若 

陞
の
脱
字
か

【

ウ
】

の
空
無
我
性
の
法
輪
缺
け
て
居
る
事
は
無
い
必
ず
滿
足
し
て

居
る
吾
彼
の
み
満
足
に
非
ず
有
情
非
情
法
輪
を
転
じ
て
居

る
圣
中
に
は
水
鳥
樹
林
念
佛
念
相
と
云
て
居
る
御
開
山
は
賣

り
買
ふ
声
も
法
の
声
哉
と
云
は
れ
た
実
相
の
甘
露
の
法
に
一

潤
て
一
枚
に
潤
て
何
人
も
真
実
を
得
て
居
る
の
だ
此
の
様
な

有
り
難
い
戒
を
ば
普
通
の
様
に
虚
言
を
云
ふ
な
位
で
置
く

其
れ
で
は
三
界
有
為
の
法
世
間
生
滅
の
戒
だ
佛
戒
は
不
生
不
滅

だ
常
住
の
戒
で
あ
る
三
卋
通
貫
の
戒
だ
故
に
始
め
に
三
際
を

【

オ
】

超
越
す
と
云
ふ
此
の
戒
は
本
轉
で
あ
る
轉
せ
ざ
る
時
は
無
い
未

来
に
於
て
も
過
去
に
於
て
も
此
の
戒
で
あ
る
戒
法
の
根
本
義
じ
や

丗
の
道
徳
も
之
れ
を
出
で
ぬ
本
転
過
去
の
過
去
際
よ
り
未

来
の
未
来
際
迠
缺
る
事
な
く
余
る
事
な
し
更
に
不
変
で
あ
る

㐧
五
不
酤
酒　

此
の
禅
戒
は
大
事
因
縁
で
あ
る
故
に
血
脉
に
佛

戒
は
一
大
事
因
果
な
り
と
あ
る
の
だ
諸
佛
は
此
の
戒
を

す
為

め
に
各
々
に
出
現
さ
れ
る
釈
尊
は
之
れ
が
為
に
印
度
に
出
現
さ

れ
達
磨
は
戒
を
傳
ふ
る
為
に
西
来
さ
れ
た
達
摩
の
戒
で
は
自
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【

ウ
】

性

妙
於
本
来
清
浄
法
中
不
生
無
明
相
為
不
酤
酒
洞

山
の
処
で
は
見
塵
路
と
云
ふ
こ
と
に
成
る
佛
見
法
見
も
見
塵

路
だ
本
来
清
浄
の
法
界
に
佛
見
法
見
を
起
す
故
だ
心
を

乱
す
者
を
酒
と
云
ふ
の
だ

妙
の
法
中
迷
悟
を
起
す
酒
に

非
ず
し
て
何
ぞ
未
将
来
と
は
其
処
を
云
ふ
の
だ
将
来
と
未

将
来
を
共
に
醉
は
ぬ
其
処
が
大
明
だ
佛
見
法
見
無
き
時
に
火

を
放
つ
の
だ
佛
見
を
起
せ
ば
見
に
碍
へ
ら
れ
法
見
を
起
せ
ば

法
に
碍
へ
ら
る
之
れ
佛
見
法
見
の
酒
の
為
に
醉
て
居
る
の
だ

【

オ
】

座原
文
マ
マ禅
箴
に
は
果
に
対
せ
ず
し
て
照
し
と
云
ふ
不
酤
酒
戒
だ
禅

戒
本
義
に
は
佛
祖
正
傳
の
座原
文
マ
マ禅
を
不
酤
酒
戒
と
名
く
と
あ
る

座
禅
と
は
佛
性
三
昧
宝
鏡
三
昧
だ
座
禅
箴
を
見
と
見
塵

路
は
無
い
毎
日
〳
〵
朝
読
て
居
て
も
居
眠
半
分
だ
か
ら
分
ら

ぬ
の
だ
不
思
量
而
現
不

互
而
成
〈
乃
至
〉
曽
無
染
汚
之
親
其

親
無
委
而
脱
落
と
あ
る
染
汚
無
き
処
に
も
居
な
い
脱
落

を
す
る
将
来
未
将
来
一
切
に
犯
さ
れ
ぬ
水
清
徹
地
と
云
ふ

処
だ
此
れ
佛
祖
正
傳
の
三
昧
だ
圣
中
に
文
殊
大
士
一
日
佛
見

【

ウ
】

法
見
を
起
せ
ば
此
の
通
り
だ
南
泉
の
斬
猫
之
れ
が
不
酤
酒

戒
だ

第
六
不
説
過　

達
广
の
戒
で
は
自
性

妙
無
過
患
法

中
不
説
罪
過
為
不
説
四
衆
罪
過
戒
と
云
ひ
賣
り
買
ふ

聲
も
法
の
声
山
の
色
谷
の
響
き
も
実
相
の
法
燕
子
実
相

を
談
ず
が
ま
荷
葉
に
上
て
正
覚
を
唱
ふ
溪
聲
広
長
舌

山
色
清
浄
身
更
に
罪
過
は
無
ひ
其
れ
を
同
道
同
法
同
証

同
行
と
云
ふ
更
に
別
塵
は
無
ひ
莫
教
説
過
と
文
に
あ
る

【

オ
】

何
を
罪
過
と
し
て
説
く
の
だ
至
道
無
難
唯
嫌
揀
擇

同
証
同
行
一
切
法
は
皆
な
本
証
悉
く
妙
修
に
非
さ
る
は
無

し
汝
も
如
是
我
も
又
如
是
更
に
罪
過
は
無
い
此
を
㐧
六
不

説
過
戒
と
為
す
一
戒
〳
〵
悉
く
佛
性
の
光
明
璨
爛
と
し
て
居

る
防
非
止
悪
で
は
な
ひ
白
毫
光
で
あ
る

第
七
不
自
讃
毀
他　

達
广
は
自
性

妙
於
平
等
法
中
不

説
自
他
為
自
讃
毀
他
戒
と
あ
る
自
他
は
無
ひ
自
他
を
見
る

の
は
法
性
に
通
達
せ
ぬ
故
だ
佛
性
に
徹
底
せ
ぬ
の
だ
金
剛

【

ウ
】

経
を
見
よ
無
我
相
無
人
相
無
衆
生
相
無
住
者
相
と
あ
る
之
れ

佛
が
金
剛
三
昧
に
入
て
明
め
て
御
説
に
成
る
と
上
は
佛
界
よ
り

下
地
獄
界
の
底
に
至
る
ま
で
無
我
相
じ
や
平
等
の
法
で
あ
る

其
の
平
等
な
る
一
心
戒
を
乃
佛
乃
祖
証
尽
虚
と
云
ふ
の
だ
証

と
は
何
を
証
す
る
の
だ
大
地
虚
空
も
一
枚
に
成
る
の
だ
此
の
時
は

大
地
に
寸
𡈽
な
く
空
に
中
外
な
し
之
れ
大
地
を
証
し
尽
空
を

證
し
た
の
だ
此
の
時
は
寸
𡈽
も
中
外
も
無
ひ
之
れ
を
達
广
は

平
等
法
中
と
云
は
れ
た
夫
れ
を
書
き
換
へ
ら
れ
た
迠
だ
天

【

オ
】
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地
と
吾
れ
と
同
根
万
物
と
吾
と
一
体
此
の
語
甚
だ
竒
な
る

地
に
寸
𡈽
は
無
ひ
法
界
一
枚
の
月
の

界
だ
或
現
大
身
或
現

法
身
此
れ
が
㐧
七
不
自
讃
毀
他
戒
じ
や
天
地
に
讃
毀
す
る

自
他
は
無
ひ
之
れ
が
禅
戒
だ
此
れ
を
置
て
普
通
の
文
字
の

通
り
の
道
徳
戒
で
は
禅
戒
で
は
無
ひ
道
徳
戒
だ

第
八
不
慳
法
財　

自
性

妙
眞
如
周
遍
中
不
起
一
相
慳
執

為
不
貪
慳
戒
と
一
心
戒
に
は
あ
る
御
開
山
も
よ
く
意
を
云
ひ

抜
た
者
じ
や
法
の
上
よ
り
云
へ
ば
一
句
一
偈
万
功
万
德
だ
何

【

ウ
】

に
故
で
あ
る
真
如
佛
性
で
あ
る
心
圣
一
巻
も
大
般
若
六
百
巻
も

変
り
は
無
ひ
一
法
一
証
だ
諸
佛
諸
祖
だ
念
佛
一
聲
も
法
華

題
目
も
諸
佛
諸
祖
で
あ
る
一
法
の
法
性
な
ら
ざ
る
は
無
ひ
従
来

不
曽
惜
也
目
の
前
に

て
居
る
華
厳
圣
に
は
一
色
一
香
無

非
中
道
と
云
ふ
て
あ
る
一
色
一
香
の
上
に
中
道
は

れ
て
居
る
惜

で
は
居
ら
ぬ
其
れ
を
惜
で
説
か
ぬ
と
は
訳
の
分
ら
ぬ
馬
鹿
の

話
だ
鴉
鳴
鵲
噪
幾
時
休
せ
ぬ
如
是
に
徹
底
す
る
の
が
㐧

八
不
慳
法
財
戒
で
あ
る
玄
沙
は
尽
大
地
一
顆
の
明
珠
と
云
ふ
た

【

オ
】

明
珠
の
前
に
は
前
三
々
后
三
々
だ
從
来
一
法
と
し
て
曽
て
惜
で
は

居
ら
ぬ
何
れ
の
戒
と
礫
も
実
に
難
有

㐧
九
不
瞋
恚　

達
广
は
自
性

妙
於
無
戒
法
中
不
許
実
我
名

不
瞋
恚
戒
と
あ
る
御
開
山
は
能
く
も
如
是
説
か
れ
た
者
だ
瞋

恚
の
起
る
時
は
我
の
有
る
時
じ
や
無
心
無
念
の
時
に
ム
カ
ツ
キ

は
無
い
非
退
非
進
…
…
…
…
此
れ
無
我
と
云
ふ
こ
と
だ
法
は
無

我
で
あ
る
我
が
あ
れ
ば
こ
そ
進
退
虚
実
が
あ
る
一
切
法
は
進
と

退
と
虚
も
実
も
無
ひ
去
無
去
處
来
無
来
處
一
切
法
無
我

【

ウ
】

性
に
通
達
す
れ
ば
般
若
の

光
が

れ
る
般
若
の

光
を
以
て

自
己
を
荘
厳
し
て
居
る
更
に
瞋
る
可
き
者
は
無
い

第
十
不
謗
三
宝
戒　

達
广
は
自
性

妙
於
一
切
法
中
不
起

生
佛
二
見
為
不
謗
三
宝
戒
と
あ
る
如
是
佛
如
是
誰
ぞ
或

は
汝
は
是
惠
超
之
れ
が
不
謗
三
宝
戒
だ
生
佛
の
二
見
を
起

さ
ヽ
る
時
汝
は
是
れ
惠
超
で
あ
る
更
に
惠
超
其
の
者
を
取
り

除
け
ぬ
不
二
で
あ
る
禅
戒
本
義
に
御
抄
を
引
て
曰
く
一
体
ト

ハ
イ
カ
ン
マ
ヅ
佛
ト
ハ
法
身

ニ
テ
周
遍
法
界
ナ
ル
大

ナ
リ

【

オ
】

法
ト
ハ
諸
法
実
相
ト
テ
コ
レ
周
遍
法
界
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
コ
ノ
故
ニ
人

々
各
々
丗
尊
ト
同
時
成
道
ノ
現
身
ナ
リ
喫
茶
喫
飯

尊

ト
同
体
法
輪
ノ
演
法
間
隙
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
コ
レ
ガ
丗
間
ノ
律4

梁
ニ 

津
の
誤
記

テ
ア
ル
僧
宝
ナ
レ
バ
各
自
薩
婆
若
海
ノ
德
ア
ル
人
々
ナ
リ
と
あ
る

現
身
演
法
と
は
其
處
じ
や
今
の
人
々
の
現
身
が
自
性

妙

生

不
二
現
身
が
法
身
の
現
生
だ
大
日
圣
に
一
切
衆
生
動
止

佛
因
也
と
此
れ
現
身
じ
や
同
く
大
日
経
に
一
切
衆
生
言
語
陀

尼
也
と
あ
り
之
れ
演
法
だ
薩
婆
若
海
と
は
佛
相4

海
だ
現 

性
の
誤
記

【

ウ
】

身
も
演
法
も
佛
相4

海
だ
一
口
に
云
へ
ば
三
宝
の
動
作
だ
身
を
云
へ 

性
の
誤
記



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

ば
佛
言
語
を
云
へ
ば
陀

尼
吾
人
の
行
住
坐
臥
は
三
宝
の
行

住
坐
臥
じ
や
と
云
ふ

だ
理
事
更
に
相
違
せ
ず
法
に
反
か
ぬ

処
が
和
合
僧
じ
や
故
に
総
て
の
動
作
か
薩
婆
若
海
に
皈
す
る

之
れ
丗
間
の
律4

梁
と
云
ふ
の
だ
此
の
三
宝
が
丗
間
の
渡
し
舟
だ 

津
の
誤
記

故
に
比4

の
三
宝
の
佛
戒
を
頂
戴
し
今
身
よ
り
佛
身
に
至
る
迠 

此
の
誤
記

行
住
坐
臥
尽
未
来
際
に
持
て
行
け
よ
と
御
示
し
だ

此
ノ
十
六
條
ノ
佛
戒
以
上
は
概
念
で
あ
る
故
に
或
は
礼
拝
或
は

【

オ
】

拝
受
と
語
を
分
て
御
云
で
あ
る
法
に
依
り
教
に
依
り
て
佛
戒

を
受
け
よ
吾
れ
汝
を
導
て
佛
戒
を
受
け
さ
し
て
や
る
引
證

す
る
か
ら
礼
受
せ
よ
教
授
が
戒
想4

を
説
て
聞
か
せ
て
檀 

相
の
誤
記

の
前
に
連
れ
て
行 くの
で
あ
る
か
ら
礼
拝
讃
歎
限
り
は
無
い

戒
相
を
能
く
聞
て
居
る
か
ら
誤
り
も
無
く
授
戒
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
だ
此
の
戒
は
一
の
佛
性
法
性
を
ば
十
重
禁

戒
と
云
ひ
三
聚
浄
戒
と
云
ひ
三
皈
と
云
ふ
皆
な
佛
性
の
外
は
無

い
佛
性
の
理
に
通
達
す
る
故
に
虚
言
は
言
へ
ぬ
云
ふ
可
き
虚

【

ウ
】

が
無
い
の
だ
今
の
人
が
戒
は
佛
教
道
徳
じ
や
と
云
ふ
が
戒
其
の
者
は

道
徳
で
は
無
い
が
道
徳
も
之
れ
よ
り
出
る
の
で
あ
る
此
れ
が
一

切
道
德
の
根
源
で
あ
る
一
切
の
法
は
虚
に
非
す
実
に
非
ず

故
に
謗
る
べ
き
者
は
無
ひ
三
宝
を
謗
る
は
徹
底
せ
ぬ
か
ら
だ

瞋
る
可
き
者
も
無
ひ
前
三
々
后
三
々
鴉
鳴
鵲
噪
幾
時
休

せ
ぬ
で
法
の
慳
み
様
も
無
ひ
慳
み
て
も

れ
て
居
る
に
非
ず
や

后
に
も

れ
て
居
る
此
の
法
に
通
達
せ
ば
他
に
し
て
毀
り
様

も
無
く
讃
め
様
も
無
い
の
だ
佛
性
法
性
に
通
達
す
る
時

【

オ
】

丗
間
の
倫
理
道
德
も
之
れ
よ
り
起
る
其
れ
を
丗
間
の
道
德
話

の
様
に
盗
人
を
し
て
は
成
ら
ぬ
ぞ
虚
言
を
言
ふ
て
は
成
ら
ぬ

位
で
は
禅
戒
と
は
言
へ
ぬ
之
れ
が
佛
祖
の
一
大
事
因
縁
だ
実

に
難
有
甚
深
で
あ
る
丁
寧
に
云
へ
ば
中
々
一
席
や
二
席

で
は
話
し
尽
す

は
出
来
ぬ
が
大
体
を
云
へ
ば
之
れ
𠀋
だ

先
づ
大
体
は
之
れ
𠀋
け
で
相
違
は
無
ひ
故
に
是
に
依
て
大

体
を
知
り
禅
戒
の
何
た
る
を
知
り
甚
深
な
る
道
理
を

知
す
る
か
能
い
然
し
て
丗
間
の
戒
師
様
の
話
を
見
よ
禅
戒
で

【

ウ
】

は
無
ひ
道
德
戒
が
夛
い

話
は
外
の
事
に
成
る
が
話
て
置
か
う
黒
田
様
に
も
話
た
が
黒
田

様
は
大
悟
の

漢
じ
や
と
云
は
れ
た
が
彼
の
慈
雲
律
師
で
あ
る

実
に
エ
ラ
イ
人
だ
得
道
の

漢
で
あ
る
序
で
だ
か
ら
話
し
て

置
か
ふ
彼
の
慈
雲
律
師
の
記
か
れ
た
本
に
金
剛
圣
聞
觧
と

云
ふ
が
あ
る
金
剛
圣
を
話
さ
れ
た
者
で
近
年
鴻
盟
社
か
ら

出
版
し
た
本
だ
其
の
本
の
中
に
云
く
般
若
波
羅
密原
文
マ
マに

通
達

せ
ず
は
戒
を
発
得
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
戒
を
悟
た
の
で
な
い

【

オ
】

大
悟
徹
底
せ
ば
一
切
の
戒
に
は
反
か
ぬ
今
の
禅
僧
は
大
悟
を

唱
ふ
る
も
無
慚
無
愧
な

を
す
る
何
を
大
悟
徹
底
し



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

た
か
大
悟
徹
底
の
衲
僧
な
れ
ば
天
地
と
吾
と
同
根
萬
物

と
吾
と
一
体
で
あ
る
其
の
同
根
一
体
の
者
が
何
を
自
と
し

何
を
他
と
し
て
殺
す
の
で
あ
る
盗
む
可
き
者
も
無
く
男

女
の
相
も
無
ひ
殺
す
可
く
盗
む
可
く
淫
す
可
き
者
を
見
ぬ

空
無
我
に
達
せ
ば
悪
と
し
て
為
す
べ
き
は
な
い
故
に
不

邪
婬
戒
不
偸
盗
戒
を
発
得
す
る
事
か
出
来
る

【

ウ
】

般
若
三
昧
に
通
達
せ
ば
一
切
戒
を
発
得
す
る
戒
法
発
得

が
出
来
ず
は
大
悟
の
人
で
な
い
一
切
の
戒
を
悟
る
一
切
の
戒
は

自
心
自4

相
の

現
で
あ
る
今
の
書
生
衆
の
云
の
を
聞
け
ば 

実
の
誤
記

或
は
消
極
的
道
德
で
あ
る
と
か
或
は
曰
く
禁
欲
主
義
で

あ
る
禁
欲
主
義
は
印
度
古
来
の
道
德
で
あ
る
今
日
の
道

德
は
積
極
的
で
無
く
ば
■
成
ら
ぬ
な
そ
と
云
ふ
て
居
る

髙
い
米
を
食
ふ
て
比4

の
様
な
馬

な
事
を
云
ふ
ツ
マ
ラ
ヌ 

此
の
誤
記

大
悟
と
は
自
心
実
相
に
通
達
し
た
事
を
云
ふ
通
達
し
た
物
が

【

オ
】

如
何
し
て
盗
み
如
何
に
し
て
妄
言
す
る
ぞ
戒
法
に
順
ご
う

処
は
実
相
に
順
た
者
だ
苺
く
處
は
自
性
に
反
く
の
じ
や

馬
鹿
な
事
を
雷
同
し
て
は
成
ら
ぬ
此
の
佛
戒
は
佛
祖
正

傳
の
戒
だ
此
れ
を
受
持
せ
ば
佛
境
界
だ
位
大
覚
に
同
ふ
し

終
る
汝
も
如
是
我
亦
如
是
禅
戒
一
致
じ
や
一
切
の
公
案

は
尽
く
戒
法
の
上
に
あ
り
此
の
戒
法
は
一
千
七
百
則
の
有
る
處

じ
や
公
案
と
戒
と
更
に
変
り
は
無
い
禅
と
戒
と
は
一
致
で

あ
る
禅
即
戒
此
れ
を
誤
ま
ら
ぬ
様
に
す
る
が
能
い

【

ウ
】
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